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特色ある教育プログラム卒業研究選抜作品 学外連携活動報告



卒業研究展は 4 年間の学びの集大成と

して、4 年生全員が各自の研究テーマを

設定し、1年かけて作品制作や論文執筆

に取り組みます。その成果は本学内で展

示され、また一部の作品はオンラインで

も公開されます。掲載作品は各コースか

ら数点選抜され、各コースの最も優れた

作品1点に学長賞が授与されます。
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E x c e l l e n t  A n t h o l o g y

卒業研究選抜作品

建築・インテリア学科デザイン・造形学科

ご あ い さ つ

文化学園大学造形学部は1965 年に設置された文化女子大学短期大学部生活造形学科を前身とし、59 年の歴史を重ね、

今日に至っております。現在では、造形学部はデザイン・造形学科と建築・インテリア学科の２学科から構成されており、

「新しい美と文化の創造」という建学の精神のもとに、時代の先を見据えて生活の質を向上させるモノづくり、コトづくり

に貢献できる人材を育成する教育研究を展開しています。

本報告集は、造形学部の一年間の主だった教育活動を取りまとめたものであり、卒業年次生全員が４年間の学びの集大成

として取り組む卒業研究を紹介する『卒業研究選抜作品』、都心に立地する本学造形学部ならではの『特色ある教育プログラム』、

地域や産業界と連携して実践的に学ぶ『学外連携活動』、学外展などでの『学生の受賞』について報告させていただくものです。

多くの皆様に本報告集をご覧いただき、ご意見、ご感想をいただいて、本学部の新た発展につなげてまいりたく存じます。

本学部の教育事業に日頃からご協力いただいております多くの方々に心から御礼申し上げますとともに、今後ともご指導、

ご支援を賜りますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。

                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
造形学部長　渡邉 秀俊

本学科では、社会が直面する課題に対し、創造的かつ

実践的な解決策を提案できる人材を育成しています。建

築とインテリアに関する専門知識と技術を修得し、より快

適で豊かな生活空間の創造を目指します。学生は 3 年次

から専門性の高い設計課題に取り組み、4 年次には自身

の関心をもとに研究テーマを深め、実践的な作品や論文

を通じてその成果を形にします。本書で紹介する学生たち

の成果は、彼らが社会に貢献し、建築とインテリアの未来

を切り拓いていく力を持つことの証です。本書にて、学生

たちの取り組みの成果の一端を紹介させていただきます。

本学科では、1、2 年次に基礎授業で造形力や表現

力を磨き、3 年次からは専門の 3 コースに別れて、グラ

フィックデザイン、生活用品や雑貨のデザイン、書籍の編

集、3DCG、動画映像やアニメーション制作、ジュエリー・

金工・七宝のデザイン等の制作に取り組みます。4 年次

の卒業研究では、学生各自がテーマを決めて1年間に渡っ

て制作に取り組み、その成果発表として作品のプレゼン

テーションと展示を行います。また本学科では、地域や

産業界と連携した活動に注力し、活発な学外連携授業を

行っています。この学修の成果をご紹介申し上げます。
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AWARDS

学長賞

講 評
人が心の奥にそっとしまっている宝物とは
何か？その問いを下は 8 歳から上は102
歳まで多種多様な人物に尋ね、その物語
を写真と共に記録した。取材対象者たち
は、宝物を単に大切だという理由では選
ばない。掲載された 60 名の宝物は、他
者への執着、消せない恨み、エゴ、自己証明、
失った切なさなど、読者の想像を鮮やか
に裏切る。読後は静かに人間の奥深さや
愛おしさが立ち上がってくる、良質なビジュ
アル本となった。誠実で丹念な取材の賜
物であり、高い評価に値する。（馬場磨貴）

プロセス
取材対象者は、あまり話したことがない人
や初対面の人を選んだ。最初に宝物につ
いて尋ね、そのエピソードを聞いた後に
撮影を行った。宝物に込められた想いや
背景を写真で伝えることを目指し、単なる
物撮りではなく、ストーリー性を意識した。
文章作成においては、インタビュー内容を
忠実に再現しつつ、「読者に読ませる」構
成を心がけた。読点を多用せず、句点で
文章を区切ることで、丁寧にじっくりと読
んでもらえるよう配慮した。

解 説
本研究はあらゆる世代・性別・職種の人々
に「自分の宝物」を尋ね撮影をし、それ
にまつわるエピソードを取材して一冊に
まとめた写真集である。「他人からすれ
ば大したことのないものだが、自分にとっ
てはとても特別なもの」を答えてもらう
ことによって、その人の深い想いを聞く
ことができた。また宝物という抽象的な
テーマに対する多様な解釈から、現代を
生きる人々の価値観や人生観が浮かび上
がる作品となっている。

aarre

鈴木 千瑛 書籍　120 頁　上製本　糸かがり綴じ　
240× 240mm

表紙と本文

結婚式で使った大皿（82 歳・女性） 1mm タトゥー（25 歳・女性） ガラスのトトロ（23 歳・男性）

裏表紙：バージョン２表紙：バージョン２

カエルのおもちゃ（57 歳・女性） 本文 本文

解 説
この本は、日常に溢れる小さな幸せや愛について紹
介している。私たちにとって身近な「9 個の愛」と「あ
なたにとっての小さな幸せ」を記載。「9個の愛」では、
親友、祖母、古着、自然、音楽、母国、仕事、ペット、
先生と生徒への愛を取り上げている。様々な愛の種
類からみなさんが自分なりの幸せに気づくきっかけ
となり優しさで溢れる日常になると嬉しく思う。

小林 美月

MUGUET（ミュゲ）
─これは愛のおはなし─

書籍　144 頁　無線綴じ　くるみ製本
210× 230× 30mm

祖母の声のカセットテープ 「自然への愛」のページ 左 「祖母への愛」のページ、右 表紙

解 説
この作品は「自身の人生を子孫に知ってもらおう」をテーマに、教科書や、歴史
に残らなそうな平凡な自身の人生を、記憶のある 3 歳から 20 歳までまとめ、自
身の子孫や後世の一部の人に向けたアートブックである。人生で経験したのほん
の一部の瞬間を、実際の描写に少しファンタジックなテイストを加えたイラストで
制作し、文章で覚えている限りのその時の細かい内容や、感じていたこと、未来
への問いかけなどを記録した。

shison_E
武内 ひかる 書籍　84 頁　コプト製本　

410×140mm

本文 小さな本なども制作 UFO を見た時のエピソードページ

解 説
　一見すると脈絡のないように思える２本の短編
を、ひとつのオムニバス作品としてまとめることで、
あるテーマの想起を鑑賞者に促すアニメーション
です。『走馬灯』『カラス』というストーリーも作画
方法も異なる２本のなかに相反する部分、また共
鳴するようなシーンを散りばめています。「観る人
によって感想は違う」という、表現においては基本
的であり当然とも思えるようなことを意識して制作
しました。

野坂 睦斗死ぬ前に糞を
『カラス』　『走馬灯』

アニメーション／動画映像
1920×1080ピクセル
10 分 30 秒

『カラス』のワンシーン 『走馬灯』のワンシーン
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学長賞

解 説
忙しない日常生活の中で彩りが感じられない、代わり映
えのしない毎日の繰り返しでどこか窮屈さや退屈さを感
じている人に、身近に癒しを感じられるものを届けたい
と思い、羊毛フェルトを使ったブローチを制作した。スト
レスや緊張を和らげる羊毛フェルトの柔らかさや温もり、
心地よく手に馴染む素材に癒されてほしい。日常に少し
の彩りと遊び心を加え、「選ぶ・組み合わせる・身につける」
という過程を愉しむことで、充実感や喜びを感じてもら
いたいと思い制作した。

栗山 実悠

組み合わせを楽しむ羊毛フェルトブローチの提案

解 説
忙しい日々が続くと、メイクやコスメが好きな人で
も、メイク自体が億劫になることがある。そのよう
な人のために、毎日のメイク時間に、ワクワクや幸
せをプラスできる、心ときめく可愛いコスメを作り
たいと考え、まるで本物のスイーツのようなコスメ
を展開するコスメブランド「bel dolce」を提案した。
20 種類の定番商品に加え、童話「人魚姫」をモチー
フにした限定品も展開し、豪華な作品に仕上げた。

冨樫 萌

メイク時間に幸せをプラスするコスメの提案
─スイーツ×コスメブランド「bel dolce」のブランディングデザイン─

解 説
高校時代までは勉強に対してマイナスな感情を抱いて
いたが、学ぶことの楽しさに大学生になって改めて気づ
いた。この経験から、私と同じ若い世代の人達が「もう
一度学びたいな」と思える「学び直しのハードルを大き
く下げるデザインの教材」を提案したいと考えた。従
来の学び直し教材のデザインからは堅い印象を受けて
いたため、絵本やおもちゃのようなカラフルな配色と線
の少ないオリジナルキャラクターのデザインで親しみ
やすさを持った教材のデザインを目指し制作した。

二宮 風歌

もう一度学びたくなる教材のデザインコッぺのアタマ
─アタマのカタチはコッペパン⁈─
山口 きらり フィギュア大 80×100×60mm、フィギュア小 40× 50× 30mm、

巾着 125 ×155mm

コッペパンラインナップ フィギュア用の巾着 3DCG データ

Web サイト

カプセルトイの POP

講 評
コッペパンと聞くと、あのふっくらとした
形を思い浮かべ、懐かしい気持ちにな
るのは私だけではないだろう。作者はそ
んな親しみのあるコッペパンに人格を与
え、独自のユニークな視点をふんだんに
詰め込んだ魅力的なキャラクターを生み
出した。短期間で新たにソフトを習得し
形にすることは簡単ではないが、持ち前
の粘り強さと、豊かな創造力を糧にこの
作品群を作り上げたことを評価したい。
創作への真摯な姿勢と熱量を感じること
ができる作品だ。（黒沼 麻帆）

プロセス
4 年間の学びを活かし、普段から好き
だったフィギュアやソフビを自分で作り
たいという想いから、初めて 3D ソフト
に挑戦し、オリジナルキャラクターを立
体化することに決めた。幼少期に食べた
給食のコッペパンから着想を得たこの
キャラクターは、大人には懐かしさを、
子供には親しみやすさを感じてもらえる
ことを意識して作り上げた。キャラクター
を 3D ソフトと 3D プリンターで立体化
し、手に取りたくなるような魅力的な仕
上がりを目指し制作した。

解 説
アタマのカタチはコッペパン！？をコンセ
プトにオリジナルキャラクター「コッペの
アタマ」を考案し、そのグッズや web サ
イトを制作した。
3D ソフトを使用した立体フィギュアは、
パンの照りや温かみを色やタッチで表現
し、各キャラクターの性格に合わせた具
材を挟むことで個性を表現した。また、
プロモーションの一環として Web サイト
も制作し、新着情報やキャラクター紹介
を掲載しキャラクターの魅力が伝わるよ
うなページ構成を考えた。
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解 説
「排泄をする犬」をコンセプトに制作したリング。私が
愛犬と一緒に過ごす中で排泄をしている姿は生きてい
る証として一番印象深く尊い。またとても愛らしい姿で
ある。どの犬も人より生きる時間が短いが可能であれ
ばずっと一緒にいたい。いつか来るお別れの後も、こ
の作品が常に見える位置にあることで愛犬を身近に感
じたい。常にそばで愛犬を見守っていたいと思ってい
る人に着用してもらえるよう制作した。

片田 美琴

pooping dog
犬の日常をイメージしたリングの制作

ロストワックス、打ち出し、硫化着色、
緑青仕上げ／ 925 銀、銅　
60×42 × 50mm

講 評
課題で経験した糸鋸による透かし彫り技
法に魅せられ研究制作を続けてきた。本
作ではその技法によるジュエリーのデザ
インを探求し技術を遺憾なく発揮してい
る。蝶のデザインも透かし彫りの応用で
ある象嵌七宝で表現し全体の統一性を
保っている。バングルとしては斬新な前腕
部を覆うデザインだが実用性を加味した
ジュエリーとしての側面と鑑賞して楽しめ
るオブジェとしての側面が両立して秀逸な
作品となっている。（春田幸彦）

プロセス
透かし彫りを施した純銀板と土台となる
純銀板をろう付けし、蝶をデザインした象
嵌七宝の胎を羽ばたいているイメージに
折り曲げ制作。18 色の七宝釉薬を混色し
施釉、焼成する。光沢が出るまで砥石で
研磨し、羽の裏側にグラデーションで裏釉
を施し、焼き艶仕上げとした。バングルは
真鍮板に植物をモチーフにデザインした
透かし彫りを施し研磨。蝶の胴体と羽を
バングルにまとめてかしめた。

解 説
不老不死・自由・解放・美の象徴として考
えられている蝶が腕にとまることで、人々
に幸福や自由をもたらすようにと願いを
込め、ギリシャ語で蝶や魂の意味を持つ

「Psyche（プシュケ）」と名付けた。バン
グルの部分には蝶の模様と関連性を持た
せる植物のモチーフをあしらった。蝶の羽
の色合いは人がそれぞれ持つ違った美し
さを表現し、身に着ける人の美しさを画
一的なものから解放するようにと思いを
込めた。

解 説
私が育った群馬県の詩人・萩原朔太郎の詩「猫」を
主にモチーフとした香箱。

『まつくろけの猫』が『よるの家根のうへ』で言う。
『おわああ、ここの家の主人は病気です。』
「猫」は他人、「病気」は他者との違いである。
朔太郎を悩ませた「無為孤独」と「精神的苦痛」の
中で生まれた「過失」の詩の世界に、私自身の過去
の後悔を重ね表現した。言葉未満の孤独が、筐の底
からじわりと煙る。

金田 あさ美

詩人の筐底
詩をモチーフとした彫金の箱の制作

透かし彫り、切嵌象嵌、はり合わせ、
彫金、煮色着色／銅、赤銅、純銀、
黒四分一、銀メッキ　50×105 ×105mm

Psyche
─蝶をモチーフとした象嵌七宝によるアームジュエリーの制作─
小倉 彩加 透かし彫り・象嵌七宝／純銀・950 銀・真鍮　

190× 80× 85mm 他 2 点
解 説
芙蓉の花をモチーフにした、着用アレンジが可能な
ウェディングジュエリーを制作した。芙蓉の花言葉
は「繊細な美」「しとやかな恋人」。芙蓉は女性の美
を讃える花とされていて、女性が人生で一番綺麗な
瞬間は結婚の時なのではないかと考えた。女性が
一番美しく見えるようにするためには、その人に合
わせられるようにすることが必要だと考え、長さを
変えた 2 本で調整できるようにした。

松本 悠那

fleur éternelle
着用アレンジが可能なウェディングジュエリーの提案と制作

彫金／ 950 銀、淡水パール　
60×1100× 35mm
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講 評
インテリアデザインは、さまざまなストー
リーが展開する舞台セットを創造すること
と似ている。また、ストーリーは舞台監督
が構想したプログラムに沿って進行してい
く。本作品は、高校生と大学生という異
なる年齢層の若者が互いに交わる「越境
学修」という舞台セットを提案するととも
に、学生という舞台監督が自ら運営してい
くプログラムの提案とも言えよう。こうし
た仕掛けが「新しい学び」をもたらすこと
が期待される作品である。（渡邉秀俊）

プロセス
長時間滞在が禁止されているカフェ、
会話が禁止されている図書館、高額な
塾など、学生が自由に勉強や作業をす
ることができるスペースは少ないのが現
状である。そこで、学生の学修活動に
特化したコワーキングスペースの必要性
を感じ、現状のコワーキングスペースの
事例調査の結果を参考にして、高校生・
大学生が相互につながり、学びを支え
られる新しい形態のコワーキングスペー
スを提案した。

解 説
本研究では、高校生・大学生専⽤のコワー
キングスペースを提案した。社会⼈向け
が主流の現状に対し、学⽣が気軽に利⽤
でき、学⽣同⼠の交流が可能な場所を設
けることで、社会に貢献できると考えた。
運営は学⽣アルバイトが担い、図書館併
設型で低価格を実現。さらに、塾制度を
導⼊し安定した運営を図る。この提案は、
飲⾷店での⻑時間勉強に関する課題を
解消し、学⽣にとって快適で充実した居
場所を提供することを⽬指している。

イドコロ
─高大生のためのコワーキングスペースの提案─
須田 晴香 ［制作］　模型サイズ（縮尺 1/30）

　　　　841×1189× 250mm

模型写真（全体）

中央部分に位置するコミュニケーションスペース

個別授業用の個室施設内カフェ 解 説
国登録有形文化財である旧鎌倉市長谷
子ども会館を中心とした、再生された既
存建物と増築部分が繋がり、融け入るよ
うな商業空間である。文化財建物は、宿
泊施設のフロントとギャラリーにリノベー
ションし、増築部分は宿泊施設、カフェ、
雑貨ショップ、キッズルーム、宿泊者専
用のラウンジなど多様な機能を持つ。建
物同士はすべて屋根で繋がっているため、
一体感のある構成となっている。外観は、
周囲の自然景観との調和を大切にし、ガ
ラス張りを中心としたデザインとした。内
装には木材を多く用い、柔らかく温かみ
のある空間とした。

日々、暮らしに融入る。
―国登録有形文化財旧鎌倉市長谷子ども会館の利活用を伴う建築再生に関する研究―

大谷 凜
［制作］　955 ×1190×440mm

模型写真：敷地全体を正面から見た様子

模型写真：カフェ内観

模型写真：キッズスペース内観模型写真：商業施設を中庭から見た様子

グループワークや複数人での勉強に適した
ミーティングルーム

仕切りのある自習ブース

講義やイベントを行うことも出来るフリースペース

図面

解 説
誰もが生きるために行う食事とそ
のための買い物を行うスーパーマー
ケットに注目し、日常的な買い物か
ら地域交流へと繋がる場を提案す
る。「生き生き」と生きるには好奇
心や関心を持つ事が重要である。買
い物だけで完結させない動線や配
置を工夫し、イベント情報を得られ
る「ワクワクコーナー」や「キッチン
スペース」など訪れる度にコミュニ
ティに引き込むような流れをデザイ
ンした。２階はコミュニティフロアと
し、食を通じたイベント等で交流で
きる場とした。

生き生きの持続
─地域との関わりを育てる施設提案─

吉原 穂乃佳
［制作］　インテリア模型：700× 900× 250mm
            敷地模型：594×420×100mm

全体写真

ワクワクコーナー周辺写真

スーパーマーケット内装写真

外観写真

ふだんも、
特別な日も
ふだんも、
特別な日も
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通勤通学用停車
観光用停車
両列車停車

停車駅
通勤・通学

時間
観光 停車駅

通勤・通学

時間
観光

みなとみらい ー 11:00発 熱海 6:00 12:00発

横浜 18:00
11:03着

11:05発
強羅 ー

12:25着

13:25発

戸塚 18:10 ー 箱根湯本 ー
14:00着

15:05発

大船 18:15 ー 小田原 6:15
15:20着

15:25発

藤沢/鎌倉 18:20
11:35着

13:00発
江ノ島 ー

15:50着

16:05発

江ノ島 ー
13:20着

13:35発
藤沢/鎌倉 6:40

16:25着

17:55発

小田原 18:45
14:00着

14:05発
大船 6:45 ー

箱根湯本 ー
14:20着

15:50発
戸塚 6:50 ー

強羅 ー
15:10着

16:10発
横浜 7:00

18:25着

18:28発

熱海 19:00 16:35着 みなとみらい ー 18:30着

上り（横浜方面）下り（熱海方面）

個室車両

半個室車両

レストラン車両

カフェ・ラウンジ車両

２＋２列車両

１＋２列車両

解 説
昨今の湘南地域を取り巻くオーバーツーリズムの
問題と旅行の計画を立てる際の億劫さを解決すべ
く、観光客と沿線住民両方のための列車の運行シ
ステムと車内のインテリアデザインを提案した。平
日は特急の通勤仕様、週末は観光地を周遊する観
光モードにチェンジする 2WAY で利用ができる列
車の運行計画を立てた。車内は走行ルートの地域
から ｢横浜｣ ｢鎌倉｣ ｢江ノ島｣ ｢箱根｣ をピックアッ
プし、地域らしさを取り入れたインテリアデザイン
に仕上げた。

２＋２列車両模型写真

２＋１列車両模型写真

赤堀 結衣菜

湘南 2WAY ライン
ー観光・通勤併用型電車のインテリアと運行システムの提案ー

［制作］　２９０×１４４０×９０mm

カフェ・ラウンジ車両① 半個室車両① 個室車両カフェ・ラウンジ車両② 半個室車両② レストラン車両
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AWARDS

学長賞

講 評
「仮設住宅の課題はなぜ解消されないの
か」という疑問から本研究は始まった。
未来像を考えるため、過去の事例を読
み解くこととし、消防博物館や国会図書
館に通い詰め、約 500 冊の絵巻や記録
や日誌的な資料を調査した。複写出来な
い資料が多く、読み取ってノートに記録
するという地道な作業を根気よく継続し
た力作である。室町時代までさかのぼり、
災害時の仮設住宅（避難所も含む）の状
況を分析し、さらに当時のお救い小屋等
を模型で再現した。（久木章江）

引用文献から読み取れた仮設住宅
図：「江戸大地震之図」（東京大学史料編纂所）

過去の仮設住宅を模型化

柱芯の尺モジュールが不明なため モジュール使用
また、人の大きさから高さを推測

（江戸時代の平均身長 男性： ㎝、女性 ㎝）

プロセス
消防博物館及び国立国会図書館に所蔵
する文献約 500 冊を活用し、絵巻やか
わら版などから仮設住宅の歴史を遡った。
また文献から人の大きさや、寸法を元に、
室町時代から現代までの仮設住宅に付随
する建物の模型を制作し、年表化するこ
とで現代までの流れを理解しやすくした。
また、現代での問題は、いつ頃問題視さ
れるようになったのか、これまではどのよ
うに改善されてきたのかをまとめ、今後あ
るべき姿を明確にして行った。

解 説
日本では、様々な自然災害が発生し、応
急仮設住宅が設置されているが、多くの
問題や改善すべき点が見られ、問題に対
して着目した研究が少なく、未だ多くの問
題が解決されていない。本研究では仮設
住宅の歴史を遡り、住居提供が行われた
全142 災害を対象とし、これまでの問題
をまとめ、明確にした。また、仮設住宅
の未来像を探り、現代まで続く問題に対
して、今後のあるべき姿の調査を行った。

応急仮設住宅の未来像に関する研究
─室町時代から現代までの事例を通した分析─
川村 光希 ［論文］　150×150×100mm の模型を 20 個程度製作

解 説
都市部と地方の格差が問題となる神奈川県において、交流を
目的とした子育て支援・地域交流・移住支援施設として新たな
魅力を持つ場を創出する。防風林の役割を担う松から着想を
得た曲線で構成する屋根を持つ建物群の形態や配置は、フィ
ボナッチ数列による造形を生み出す。2 層の大屋根は二宮町
のシンボルである相模湾で交差する波の水面から着想を得た。
固定観念に捉われない自然に倣う建築が織りなす空間で感じ
るうみべのおもかげ。

安田 奈央

うみべのおもかげ
—巡環を目的とした自然に倣う建築の創出に関する研究—

［制作］　［メイン模型］1485 × 840 × 550mm　
　　　　［広域模型］297×660×45mm

メインパース

模型写真　松の建物群模型写真　2 層に重なる水面

模型写真　エントランス

1829 年　文政の大火

仮設住宅に等しい過去の建物を模型化

1914 年　桜島噴火

移住支援施設　ギャラリー内観 2 層に重なる水面・松の建物群　外観 広域模型写真

解 説
「珊瑚影」は、廃墟化を前提に設計された持続可能な建築で、時間
の経過とともに自然と調和し、役割を持ち続ける新しい建築の形を
提案する。珊瑚礁の多層構造と有機的な成長に着想を得た段状や
アーチ状のデザインは、構造の美しさと安定性を両立させ、植物や
動物が住処とする環境を提供する。最初は居住者の快適な生活を
支え、過疎化後は生態系を形成する場として機能する。この建築は、
廃墟が単なる残骸ではなく、自然と共生しながら美しく変化し続け
る「生きた構造」として、人間と自然の新たな関係を象徴する。

松本 大飛

珊瑚影
—廃墟として生きる—

［制作］　1100×1100×700mm

全体パース

模型写真（廃墟化後） 水辺

全体パース（遠景） 水路中庭
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卒業研究タイトル一覧 表記は以下の順
［学生氏名・タイトル・サブタイトル（細字）］

平田 絢音	 吉祥　─藤をモチーフとした足を飾るジュエリーの提案と制作─
星 すみれ	 有刺にゃんこ　─怒りをテーマとしたオブジェの制作─
松本 悠那	 fleur éternelle　─着用アレンジが可能なウェディングジュエリーの提案と制作─
間中 咲羽	 freedom finger cover　─非日常を演出するジュエリーの提案と制作─
三浦 茉紘	 編む人　─金属とテラコッタによる肖像の制作─
南 結菜	 桜梅桃李　─和をテーマとしたヘッドホンの装飾を提案と制作─
山崎 民生	 ふり～だむ　─逃避をテーマにしたキーホルダーの制作─
渡部 桜弥	 Bon appétit　─フランス料理をモチーフとした七宝ブローチの制作─

● インテリアデザインコース ……………………………………………………
須田 悠莉	 生物に倣う ─生物の強さを活かしたインテリアの提案─
佐藤 匠	 アジアの「ユニークホテル」についての研究
高橋 聖来	 子どもがアートを体験することの大切さ
田島 恭花	 インテリアとは何か ─歴史・イメージ・教育─
比嘉 純圭	 観光地におけるピクトグラム ─浅草フィールドワーク─
赤堀 結衣菜	 湘南 2WAY ライン ─観光・通勤併用型電車のインテリアと運行システムの提案─
井筒 歩生	 大福縁 ─歴史と出会いが育てる平和島の未来─
打越 璃菜	 光と影で演出するパネルデザイン ─新宿メトロプロムナード─
王 慧琪	 共鳴する温もり ─文化・温泉体験施設─
加藤 咲良	 没入できる展示表現の提案 ─文字×絵×空間の組み合わせによる魅せ方─
川岸 璃音	 宿泊施設のサイン計画によって利用者が受ける印象についての研究
小山 輝流	 安らぐバス停
関 希依	 Let’s sweat beautifully ─土浦市への人口流動を促す岩盤浴場の計画─
仙庭 尚弥	 坂と生きる ─車いすでつくる小さなまち─
都筑 龍馬	 季節感と生活
富田 真恵	 日本のホラー映画における恐怖シーンの空間構成要素に関する研究
中島 未絵	 世界館 ─本のジャンルに合わせた読書空間─
並木 栞奈	 ふらっと ─相鉄線西谷駅近くにある地区センターのリノベーション─
根本 瑠奈	 カウンターテーブルにおける居心地の研究 ─空間と感覚的要素の影響─
萩原 凜	 住まいにおける子供の生活空間に関する研究
濵崎 太智	 音楽と映像で建築ファサードのデザインの可能性を広げる研究
林 花	 外国人から見た「日本らしさ」のイメージに関する研究
福泉 麻奈	 ファッションと店舗デザインに関する研究
船戸 ちなり	 水族館から考える地域振興
PRISCILLA GIOVANNI	ハーモニーホーム ─認知症の人のためのグループホーム―
歩 易凡	 星から星へ 火星居住空間シミュレーション計画 
堀内 美桜	 レトロなインテリアコーディネートの提案
宮下 樹	 SNS でバズってる 6 畳の部屋の特徴と「垢抜け方法」の研究
山口 あやね	 旅彩（たびいろ） ─サブスクが提供する貸別荘の計画─
弓場 雅美	 映画化された小説と映像化作品に描かれる空間表現の差異に関する研究
	  ─『海街 diary』を題材として─
横野 璃音	 反射を利用した照明デザイン ─照明を使った空間デザイン─
渡辺 真帆	 scene ─透明素材から引き出す暮らしの魅力─
安藤 真心	 人工島及び埋立地の歴史・現在・将来に関する研究
宇治 望香	 床座を誘発する要因についての研究
煙上 麗	 Luminode chair ―玄関空間を豊かにする椅子のデザイン―
大谷 凜	 日 、々暮らしに融入る。 ─国登録有形文化財旧鎌倉市長谷子ども会館の利活用を
	 伴う建築再生に関する研究─
ガセミ 芽利花	 ひとやすみ ─公園の緑に包まれる心のシェアハウス─
金子 愛実	 表裏 ─学びの場─
小林 南津子	 「独」 発想の種子となる没入空間の提案
齋藤 奈々	 植物と商業施設で住宅街にオアシスを
佐竹 華	 書道文化の魅力発信ギャラリーの提案
佐藤 結女	 住空間における年中行事の室礼の変容 ─幼少期と青年期の装飾規模と配置の実態調査を通して─
須田 晴香	 イドコロ ─高大生のためのコワーキングスペースの提案─
谷井 愛美花	 山水花 ─ "したっけ "がつなぐ倶知安町─
豊田 千笑	 記憶を紡ぐ ─愛着を持てる街づくりを目的とした施設提案─
野村 桃江	 剥がれた過去を継ぐ ―文化学園旧 H 館跡地再生計画―
藤本 颯真	 国産材の魅力を感じる体験型施設の提案
古郡 くるみ	 結び和す（むすびやわす） ─誰もが幸せを結べる結婚の場─
本多 舞香	 陶酔 ─ Giver & Taker in winery terminal ─
三浦 百恵	 心がモフっととけるとき ―痛みやストレスを癒す場の提案―

	 ─それぞれの物語を1枚に閉じ込めドラマチックな表現を目指す─	
神戸 ひかり	 もっとかわいい麻雀セットの提案	
君島 朋子	 NEXT EXIT　─架空のゲームのプロモーションとキャラクターくじのデザイン─	
栗山 実悠	 組み合わせを楽しむ羊毛フェルトブローチの提案	
河野 知紗	 ぬいぐるみを身につけるファッションアイテムの提案	
後藤 風香	 終末世界を巡るイラストレーション　─アンドロイド少女のおもいで旅行─
紺野 安純	 この世はどうしてうまれたの ?　─世界の国産み神話絵本─	
佐藤 まお	 こどもごころを思い出すきっかけとなるかるたのデザイン	
島田 峻佑	 寺院のプロモーションデザイン　─謎解き寺院歩き─	
神城 留奈	 テラコッタでつくる女神像	
杉山 慶悟	 車好きのコミュニティーをつくる WEB サイトの提案	
鈴木 春乃	 観葉植物がより好きになる植物カード図鑑	
鈴木 美紗央	 猫が邪魔する生活雑貨	
諏訪 百香	 おこめをモチーフとしたカプセルトイの提案	
高橋 陽南	 大人のキラキラグッズ提案	
ZHANG HAOZHOU	 留学生活をテーマにした CD ジャケットデザインの製作	
土屋 風海	 私が開くわたしの回顧展　─ 4 年間の課題制作から見えてくるもの─	
都築 凜	 千葉の魅力を神社仏閣の景色を通して伝える冊子のデザイン	
冨樫 萌	 メイク時間に幸せをプラスするコスメの提案
	 ─スイーツ×コスメブランド ｢bel dolce｣ のブランディングデザイン─	
豊川 蒼月	 スチームパンクをテーマとしたオリジナルキャラクターの提案　
	 ─ミニチュアドール×オモ写─	
永田 空	 生きていることについて気づきをもたらす絵本の制作	
成田 明莉	 数にズームイン !　─日常に潜む数の本─	
二宮 風歌	 もう一度学びたくなる教材のデザイン	
野口 美空	 デニムリメイクのオブジェ制作	
橋爪 梨沙	 宇宙で暮らす ｢ふたり｣ に焦点を当てた、愛や信頼の形を表現する短編小説	
橋本 日菜	 日常をテーマにしたイラストとアニメーションの制作	
花井 裕香	 新人 Vtuber ｢雨乃しはる｣ のキャラクターデザイン及び配信周辺に
	 おけるビジュアルデザインの提案	
日枝 莉菜	 オリジナル RPG ゲームのデザイン制作	
星川 未歩	 飲食をテーマとした写真集	
牧野 月香	 ときめきをテーマにしたオリジナルイラストとぬいぐるみの制作	
宮下 莉奈	 ぬいぐるみの世界を体験できるカフェの提案	
山口 きらり	 パンをテーマにしたオリジナルキャラクターのグッズ制作とプロモーションの提案	
山﨑 聖来	 灯りと素材で紡ぐおとぎ話　─ 6つの物語をモチーフにした灯りのプロダクトデザイン─	
山中 冴笑	 お酒や食事を少量ずつ楽しめるナチュラルカフェバーのブランディング	
吉田 ふたば	 日常に埋もれた自然を再確認するための研究　─水面の光を使って─	
吉野 凜	 推しとの生活を楽しむための等身大ぬいぐるみの提案	
LIANG CHUANG	 Neon Vortex : Maze of Gravity　
	 ─仮想ゲームのアートブックとブランディングデザイン─	
小川  優記奈	 VOCALOID を用いた音楽の認知度を高めるためのデザイン提案
	 ─楽曲をモチーフとした作品制作─	

● ジュエリー・メタルデザインコース ………………………………………………
荒井 真生	 脳宇宙　─感情をイメージした七宝ブローチの制作─
池田 花音	 Spiderweb　─ショルダージュエリーのデザインと制作─
小倉 彩加	 Psyche　─蝶をモチーフとした象嵌七宝によるアームジュエリーの制作─
片田 美琴	 pooping dog　─犬の日常をイメージしたリングの制作─
金谷 翼左	 奥無し魂送蟲の首飾り　─土着信仰から発想したジュエリーの制作─
金田 あさ美	 詩人の筐底　─詩をモチーフとした彫金の箱の制作─
鎌谷 桜妃	 夢見草　─有線七宝による壁面装飾─
亀崎 美杜	 Aerinary　─有線七宝による青い花をモチーフとしたペンダントの制作─
京田 侑莉	 Dress up your finger　─ネイルチップと一体化したフィンガージュエリーの提案と制作─
車田 有蘭	 千鶴　─折り鶴をモチーフとした透かし技法による置物の制作─
島 千慧	 As you like　─架空のいきものをイメージしたオブジェの制作─
関口 真斗	 花牌　─花札をモチーフとしたリングの制作─
曽根原 凛々	 影　─グリム童話をモチーフとしたペンダントトップ制作─
高田 萌佳	 REBELLION　─神話をテーマにしたアートジュエリーの制作─
堤 友香	 ism　─生命の美しさと人間の危うさをテーマとしたブローチの制作─
納谷 桃果	 毒心　─ジャコウアゲハをモチーフとしたフェイスジュエリーの制作─
野村 夏央	 LI_E　─生命をモチーフにした壁面装飾の制作─

横尾 成美	 生まれ変わる1OO 年の故郷 ─地域再生による子どもの居場所─
吉原 穂乃佳	 生き生きの持続 ―地域とのかかわりを育てる施設提案―
吉本 富	 男性目線で考えるフラワーショップ
LIU BOHAN	 心をつなぐ・未来をつくる ─人にやさしい旧精進小学校の再生計画─

● 建築デザインコース ………………………………………………………………
YI XUEWEI	 出会う、喜ぶ、つなぐ ─旧大滝村立上中尾小学校の再生による地域活性化に関する研究─
猪狩 歩佳	 ものがたりほいくえん
石井 大飛	 「裏」仲見世通り ─半空中都市計画─
衛藤 百伽	 多文化共生の実現へ向けた交流拠点の提案 ─横浜ベイエリアの歴史と発展─
遠藤 圭輔	 令和 6 年能登半島地震における避難生活の課題 ─発災後3ヶ月間の新聞記事による分析─
大沢 紗菜	 愛されるむだ空間の提案
小野原 海星	 進熟の血液循環 ―新宿駅における混雑緩和の研究―
金澤 未悠	 不気味な街の三生 ─清里駅周辺の過去・現在・未来の姿─
桐生 楓	 今際の無何有郷 ―水の都「シン・エドシティ」化計画―
小林 修輔	 共に創る記憶・街が紡ぐ物語 ─栃木宿の復活を目的とした庁舎の再生に関する研究─
小林 璃虹	 透生 ─住宅街におけるスキマの提案─
齋藤 舞奈	 Sound waves ―音を楽しむための場所― 
佐藤 百華	 商業施設の種類によるファサードのイメージについて
宍倉 秀磨	 農業を中心とした台方地域再生施設計画
瀬畑 昇馬　　	 湯煙工房 ─下町薫る新しい様式の入浴施設─
孫 権浩	 アディスの光 ─造形秩序が果たす雪国創生─
田島 悠杏	 FarchéAir ─建築とファッションの間─
棕澤 花	 雑誌『装苑』に掲載された非被写体としての建築に関する研究
ZHANG YONGJIAN	 グリーン・リバース・センター ─森の未来像の展示・研究・啓蒙拠点─
西村 琳大郎	 スポーツ興行とまちづくりに関する研究
深井 優太	 身体障がい者と知的障がい者の災害時支援体制 ─現状の課題とその解決に向けて─
松原 寧々	 丘に芽吹く ―傾斜地に息づく暮らしの提案―
松本 大飛	 珊瑚影 ─廃墟として生きる─
山中 快	 鯨環燈 ─温暖化抑制を目指す海上建築─
LIU YAOLONG	 いつでも何度でも ─鬼怒川温泉にあるホテルの廃墟再生計画─
青木 澄佳	 里山の時を再生する ―里山のくらしを繋げる建築としての器の再生に関する研究―
石橋 みつき	 受け継がれる住まい ─家具付き賃貸物件を扱う不動産事業に関する調査研究と提案─
尾井川 禅	 Manual chair ─スケートボード再利用計画─
大久保 瑠々花	 屋根の下に人が集う ─旧新所沢パルコの再生による地域の活性化に関する研究─
小倉 大空	 東京ディズニーリゾートにおける体験デザインの手法
河村 拓磨	 登場人物としての建築 ─読み手の多様な想像を誘う空間描写の実践─
川村 光希	 応急仮設住宅の未来像に関する研究 ─室町時代から現代までの事例を通した分析─
NGUYEN THANH TUYEN	FARM OF THE FUTURE 
	 ─地球温暖化と海面上昇に対応したサーキュラーエコ ノミーに関する研究─
後藤 達希	 人々の暮らしの変化に関する考察 ─過去から考える未来の住まい─
小林 嵩弥	 "Love is in the Bin. " ─自然・人工・姨捨─ 
菅原 涼	 選択の分岐点 一度きりの人生の記憶に残る建築 ─二子玉川に新しい結婚式場を造る─
須見 栞太	 栃木市「蔵の街」の景観再生 ─蘇らせる小江戸の風景─
仙石 優成	 保守と脚色 ─建築による何気ない風景の可視化─
園田 はる菜	 麹町サンクチュアリ ─孤独を満喫する交響空間─
染谷 玲那人	 寿命を迎える超高層ビル群の未来像に関する研究 ─新宿区と渋谷区エリアを中心とした分析─
滝上 力	 対衆アンダーグラウンド ─ 道玄坂を揺るがす商業敵「中バコ」─
舘野 逸輝	 銀幕の消失 ─映画館の価値を再考する─
ZHANG ANQI	 守護者の森 ─自然に還り、新たな命を築く動物保護センター─
土屋 空未	 日本における核シェルターの導入に関する考察 ─スイス式核シェルターの日本への適用と課題─
中山 倫花	 青森の地元定着率を向上させるまちづくりに関する研究 ─若者を対象とした地域格差の意識調査─
浜野 颯太	 逃げの飾装 ─内装と服装のあいだを考える─
平出 茉由佳	 若者に向けた空き家問題の啓発に関する研究 ─空き家相続ゲームの提案─
福田 妃菜	 商店街で伸びる街 ─多摩モノレール延伸に伴うMMひまわり商店街のにぎわい創出に関する研究─
松浦 晃大	 避難空間におけるキャンプ用品適用の可能性 
	 ―若者を対象とした寝床実験による評価―
安田 奈央	 うみべのおもかげ ─巡環を目的とした自然に倣う建築の創出に関する研究─
山崎 陽美	 犬と人の豊かな暮らしを追求した都心型集合住宅の提案
山田 稜太	 線路は続くよ、いつまでも。 
	 ─地産地消を目的とした廃線のリノベーションによる地域再生に関する研究─                      

● メディア映像クリエイションコース ………………………………………………
足立 ひかる	 Z 世代が思う性格診断
飯⽥ 歩奈	 Utopia
池田 陽奈	 異零観測
YU XINRU	 BACK
遠藤 亜⾐	 愛について
WEN PEILUN	 幻想ファンタジーシリーズ
川島 朋佳	 Lunatic Lily
河田 佳莉	 夜は僕に問いかける
川畑 萌泉	 KAWA-E　─私が思う「カワイイ」について─
木下 輝美佳	 HIP ─外見思考が Z世代の若者の日常に与える影響─
⽊村 結愛	 ルミントラ　─銀座線をテーマにした香水のプロモーション─
⼩林 美⽉	 MUGUET　─これは愛のおはなし─
近藤 碧	 ReParade　─バーチャル×テーマパーク！！ワクワクを届ける4人組パフォーマンスグループ─
紺野 真梨奈	 まるもちれすとらん
酒井 優希	 うさぎのコゼット　─目指せキャロット島─
坂本 花音	 Reverse
佐藤 恭輔	 STRAY HUNTER
島本 信之介	 Do you know society？
庄司 彩乃	 3 人芝居 青春戯画
東海林 雅也	 消えていく
鈴⽊ 千瑛	 aarre
鈴⽊ 美⾹	 私とあなたの 6 時間
鈴⽊ 結希乃	 EGOGRAMPASTA
武内 ひかる	 shison_E
田村 桃杏	 あと 3 回寝たら
辻川 真以	 Your Destiny
鶴岡 翠	 電動工具で武装せよ !
⼿嶋 柚帆	 風光
外山 綾乃	 ココと不思議な絵本
野坂 睦⽃	 死ぬ前に糞を
野⽥ 彩華	 Tip Cute
橋本 玲⾐	 MOU CHAT
浜田 真悟	 モテモテのテーマ
樋⼝ 隆之介	 ❶ Strange ／❷ RIVERSIDE T-shirt ／❸ Season ／❹ RIVERSIDE
福嶋 亮太	 それなりにうどんが好き
福⽥ 美⽉	 融解
松本 彩花	 あなたの世界　私の世界
松本 悠花	 言新社　創作諺辞典
宮崎 愛花	 Étoile coeur
宮本 千春	 母のウエディング
迎 万凜乃	 空浮く海月展
⼭内 環	 アステローペの燈
山崎 優衣	 幽明の残り香
⼭本 拍⾨	 箴戯　─ Shingi─　
吉田 叶夢	 TRAVEL ZINE
渡部 椋森	 otemoto

● グラフィック・プロダクトデザインコース …………………………………………
青山 月穂	 日常の小さな不安や悩みに寄り添うキャラクターの提案	
石﨑 めい	 Sugar Tailor　─女性のための新しいメイドカフェの提案─	
井上 心遥	 美味しく食事ができるようになるサービスのデザイン　
	 ─離れて暮らす親子が共に ｢我が家の味｣ を作ることで生まれる対話を通して─
岩﨑 穂乃佳	 物語の世界に浸れるミニドレッサーの制作　
太田 真帆	 十人十色 みんなちがってみんないい　─互いを認め合う十体の立体表現─
大図 美郷	 オリジナルテーブルゲームのシナリオ作成及びプロモーションツールの制作
加古 翔梧	 完食を促進するどんぶりとそれを用いたラーメン店のブランディング	
金子 遥香	 オリジナル雑誌 ｢〇〇へ行こう!｣ シリーズの制作	
兼子 幸菜	 個性的な家具が生みだす空間の提案	
鎌田 沙音	 気軽に演奏できるオブジェのような楽器のデザイン	
河田 理玖	 独白　─希死念慮を抱く日常の絵画表現─	
菅野 日菜	 ノスタルジーを感じさせるイラストの研究
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D i s t i n c t i v e  E d u c a t i o n a l  P r o g r a m

文化学園大学では特色ある教育プログラムとして、学

科や学年をこえて開講する集中授業「コラボレーション

科目」のほか、イベントへの参加、企業や他大学との

協働、伝統文化の再発見など、グローバルな視野を広げ、

国内外への理解を深める各種プログラム等を設けてい

ます。また学びの目的や目標を学生生活の中から考え、

希望の将来像を具現化していくための「キャリア形成

教育科目」を設け、企業での就業体験「インターンシップ」

やキャンパスを出て様々な文化や価値観に触れる「コー

スセミナー」を授業として実施しています。造形学部で

今年度実施したこれらの授業に加え、学外への成果発

表や専門科目での幅広い学びを報告します。
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特色ある教育プログラム

卒業研究展 2024 年度の取り組み

今年の文化学園

第 55 回 卒業研究展は 2025 年 2 月 8 日〜10 日に開催されました。卒業研究は学びの集大成として4 年生が各自の研究テー
マを設定し、1年かけて作品制作や論文執筆に取り組みます。成果は大学キャンパスで公開し多くの来場者に来ていただきました。
建築・インテリア学科は有志団体「びじょん」の1 〜 3 年生が展示の企画運営をし、デザイン・造形学科は映像作品鑑賞の会場
を増やすなど意欲的な取り組みも行いました。成果の詳しい内容はオンラインでも公開していますので是非ご覧ください。

完成作品の写真撮影 会場でのプレゼンテーション（A201） 展示の撤収

展示準備（B201） 映像上映会場でのライブパフォーマンス 展示準備（A201）

A190 での写真展 ジュエリー・メタルデザインコース展示（スペース 21） 建築・インテリアデザイン学科展示（１８階）



企業での就業体験「インターンシップ」、学外に出て専門分野の知見を深める

「コースセミナー」を通して専門性を活かした社会人としての将来像を自分ごと

として具体的にイメージしていきます。
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研修報告会 研修の様子

夏季休暇中に1〜２週間の日程で実施しました。3 年次の 4 月から
書類選考・面談・事前教育の実施後、54 名が 27 の企業様で具体
的な研修に参加しました。研修後は大学での報告会で研修生および
2 年生に向けて成果の共有をしています。

◦担当教員　　
科目担当　丸茂みゆき
◦取り組んだ学生　
造形学部 3 年

キャリアデザイン実践編（インターンシップ）

実際の仕事を体験

グループでの発表

◦取り組んだ学生　
建築デザインコース 3 年

◦担当教員　建築・インテリア研究室
久木章江、奥村誠一

キャリアデザイン（展開編）コースセミナー

建築デザインコースはこの授業では宿泊を伴う
コースセミナーを実施しました。グループ毎に、八
王子にある大学セミナーハウスの課題や魅力を見
つけ出し、その課題解決の方法を提案しつつ、さ
らなる場の魅力を引き出す提案をおこないました。

キャリアデザインのディスカッション

セミナーハウス本館前で記念撮影

場の魅力の発見

卒業生による講話業界分析とキャリア形成についてのディスカッション・発表

インテリアの国際見本市「JAPANTEX2024」の見学

◦担当教員　建築・インテリア研究室　曽根里子・趙晟恩
◦取り組んだ学生　インテリアデザインコース 3 年

建築・インテリア業界の構造や最新動向、求められる能力などの理解を深め、自身の
キャリアデザインを具体化することを目標に実施しました。1回目はインテリアの国際
見本市 JAPANTEX2024 等を見学。2 回目は業界分析と自身のキャリア形成につ
いてディスカッション・発表を行うとともに、インテリアやデザイン業界で働く卒業生
の講話を聴講しました。

キャリアデザイン（展開編）コースセミナー

専門分野の理解を深め、キャリアデザインを具体化する

C a r e e r  E d u c a t i o n  S u b j e c t s

特色ある教育プログラム│キャリア形成教育科目

◦担当教員　グラフィック・プロダクト研究室　
白井信、黒沼麻帆
◦取り組んだ学生　
グラフィック・プロダクトデザインコース 3 年

キャリアデザイン（展開編）
コースセミナー
本コースでは印刷博物館の見学と、社会で活
躍する卒業生の話を聞く「ようこそグラプロ先
輩！」の２つのプログラムを行いました。印刷
博物館では活版印刷の体験や印刷の歴史につ
いて学びました。「ようこそグラプロ先輩！」で
は、実社会での体験談や就職活動について話
を聞くことで、将来をより具体的に考える機会
を得ました。

社会と「デザイン」のつながりを考えるコースセミナー

広告の歴史の展示「アドミュージアム東京」（汐留） 「国立映画アーカイブ」（京橋）

印刷会社の仕事を紹介する卒業生

1日目は、江戸時代から現在までの広告の歴史が展覧できる「アドミュージア
ム東京」（汐留）と、シナリオや映画カメラなどの実物を展示する日本の映画
博物館「国立映画アーカイブ」（京橋）を見学。2 日目は、現在のメディア業界
を知るために、シルクスクリーンなどを手がける印刷会社勤務と、フリーのディ
レクターとしてテレビ番組などを手がける卒業生による講演を行いました。

キャリアデザイン（展開編）コースセミナー

メディアの発達と仕事を展示と講演を通して考える

活版印刷体験の様子 「ようこそグラプロ先輩！」の様子

卒業生による講話 見学の様子

様々な物つくりが、社会に影響力のあるコンテンツにおいてどのよ
うに生かされ、制作されているか理解を深めるため「ワーナーブラ
ザーズスタジオツアー」に参加した。また、活躍する卒業生たちに
よる講話からジュエリーデザイン、制作、販売などの現状を知り、
今後の就職活動や将来に対する考えを纏める動機づけをした。

ワーナーブラザーズスタジオ東京前での集合写真

◦担当教員　金工研究室　
押山元子、成井美穂
◦取り組んだ学生　ジュエリー・
メタルデザインコース 3 年

キャリアデザイン（展開編）コースセミナー

世界のデザインや身近な先輩の仕事からキャリアを構築する

◦担当教員　メディア・映像研究室
岡部隆信、昼間行雄
◦取り組んだ学生　
メディア映像クリエイションコース 3 年



学外イベントへの参加やワークショップ開催を通して、日ごろの学びの成果や

自主的に制作した作品を学外に発信し、交流を深めて互いの成長を確認します。

学生たちは積極的に興味ある分野に参加し、活躍しています。
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◦取り組んだ学生　
大学院　建築・インテリア専修　修士１、２年（2024 年度）
建築・インテリア学科４年（2024 年度）

◦担当教員
建築・インテリア研究室
久木章江、渡辺裕子、岩塚一恵

恋する本島プロジェクト

文化祭自主展示

完成した「SEA THROUGH」

完成した「SEA THROUGH」（山側）

設置作業大学で事前準備作業

瀬戸内海にある丸亀市の本島を舞台に、アートやデザインの力で地域活性化に貢献す
る取り組みを開始しました。「＃恋する本島」というプロジェクト名は学生の発案によ
るもの。「また行きたい」「もっと知りたい」と思ってもらえる島になるようなアイデア
を考え、建築・インテリア学科らしい取り組みをこれからも進めていく予定です。

◦取り組んだ学生　デザイン・造形学科の有志学生

4 つのグループがエントリーし、各者各様創意を凝らした展示で来場
者の方々に向けてアピール致しました。絵画、彫刻、写真、ジュエリー、
陶芸、服飾アクセサリー、その他など多岐にわたるジャンルの、授業
課題外で制作した造形作品を中心に展示、及び一部販売も行いまし
た。自主的に企画展示するということで学生達にとって有意義な経験
であったと共に彼らの後輩達にも今後に向けての良い道筋を示しても
らえたのではないでしょうか。

「僕らの昼休み ver.2.5」「ジュエリー・メタルデザインコース有志作品〈3、4 年〉」

「21”ANIMA」

「Preparation」

SEA THROUGH 制作

デザイン・造形学科の有志学生による企画展示

提案プレゼンの様子

商品化したパッケージデザイン

グラフィック・プロダクトデザインコースは、2023 年度に株式会社白洋舍の
商品パッケージデザイン提案にコンペ形式で取り組みました。採用されたデザ
イン案は“クリーニングの白洋舍らしさ”が表現された雲のモチーフと、各商品
の特徴が一目でわかるようなアイコンを採り入れたパッケージデザインです。

2023 年度「グラフィック・プロダクトデザインⅡ B」

◦取り組んだ学生　
グラフィック・プロダクトデザインコース 4 年（2023 年度）

◦担当教員　グラフィック・プロダクト研究室　
白井信、星野茂樹、山田拓矢、山﨑裕子、黒沼麻帆

リニューアルデザインを提案した （株）白洋舍の商品が発売

「BUKA × METRO」は公益財団法人メトロ文化財団の企画による、メトロ銀座ギャラリーで
の展覧会です。課外時間や授業で制作したアート作品を 2025 年 3 月 4 日～ 4 月11日の間
展示し、多くの人に鑑賞してもらえる機会を得ました。（※展覧会写真は 2024 年の様子）

デザイン・造形学科　有志
課外時間に大作にチャレンジする

展示の様子

◦取り組んだ学生　
デザイン・造形学科 3、4 年

◦担当教員　基礎造形研究室　加茂幸子、松村由樹子
絵画研究室　北岡竜行

人通りの多い地下鉄構内のショーウインドウギャラリーでの展示

「BUKA × METRO」メトロ銀座ギャラリーでの展示

E v e n t s  /  S t u d e n t s  E x c h a n g e

特色ある教育プログラム│イベント・学生交流
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美術系大学・専門学校の学生作品を上映するアニメーション映画祭「インター・カレッジ・アニメー
ション・フェスティバル (ICAF)2024」（国立新美術館 3F 講堂・研修室／ 9 月 26 日〜 29 日）に
参加しました。昨年度の卒業研究作品と、3 年生の授業課題作品からセレクトして上映をしました。

アニメクリエイション、卒業研究

インターカレッジ・アニメーションフェスティバル

プログラム上映後、壇上に呼ばれて挨拶をしました

「いいだ歯科クリニック」ポスターデザインコンペ

新宿クイントビル 2F「いいだ歯
科クリニック」とグラフィック・プ
ロダクトデザインコースとのコラ
ボ企画「いいだ歯科クリニック」
ポスターデザインコンペが行われ
ました。6 点の採用作品は新宿文
化クイントビル緑道照明付きポス
ターラックに年間を通して掲示さ
れました。

学外とのコラボレーション
◦担当教員　
グラフィック・プロダクト研究室 
山田拓矢、黒沼麻帆
◦取り組んだ学生　
グラフィック・プロダクトデザインコース 3、 4 年

グランプリ 二宮風歌（グラフィック・プロダクトデザインコース 4 年）

◦担当教員　メディア・映像研究室
昼間行雄、荒井知恵
◦取り組んだ学生　
メディア映像クリエイションコース 
3、 4 年



学部・学科で共通して受講できる専門教育科目では、社会との繋がりや伝統技法の再発見、

素材の探求など、デザインの幅広い分野に視野を広げ、多様な表現方法と基礎力を養います。

「コラボレーション授業」は学部・学科・学年を越えて行われるユニークな授業です。
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授業風景部屋の制作課題

◦担当教員　メディア・映像研究室　松尾隆
◦取り組んだ学生　デザイン・造形学科 ３年

本授業では業界で広く使われている Autodesk 社の Maya を中心
に３DCG 制作の技術と知識を初歩から学ぶことができます。マス
ターすることが難しいといわれている３DCG 技術ですがモデリング、
テクスチャ、アニメーション、レンダリングといった制作フローの基
本操作から技術用語の理解、自分の作品制作へとつなげる応用力な
どをステップバイステップで着実に身に着けることができます。

ムービークリエイション演習

3DCG の基礎を学ぶ

株式会社伊藤園の「茶殻」を有効活用するアッ
プサイクルの取組み「茶殻リサイクルシステム」
の認知向上、広報をテーマにグラフィック・プロ
ダクトデザインコースの 4 年生が 6 グループに
分かれデザイン提案を行いました。外部企業と
連携をとりながら行う半期の授業では、実社会
におけるデザインについて考え、グループワーク
を通して基本的なデザインフローを体験する機
会を得ました。

新生活を支える茶殻雑貨シリーズのパッケージ提案プレゼンテーションの様子

ベスト提案賞に喜ぶ Aグループ

◦担当教員　
グラフィック・プロダクト研究室　
白井信、山田拓矢、山﨑裕子、吉川ちひろ、黒沼麻帆
◦取り組んだ学生　
グラフィック・プロダクトデザインコース 4 年

グラフィック・プロダクトデザイン IIA

株式会社伊藤園との産学連携授業

◦担当教員　
建築・インテリア研究室
◦取り組んだ学生　
インテリアデザインコース、建築デザインコース 3 年

インテリアデザイン演習Ⅱ、建築デザイン演習Ⅱ
プレゼミでは建築・インテリア学科の３年生が次年度の卒業研究に向けて各指導教員
の課した課題に取り組みます。内容は様々ですが課題の発見につながるような校外学
習や学外連携などもあります。

プレゼミ

裂織のタペストリー 型染訪問着の引染

フェルト作品を制作中

◦担当教員　染織研究室　
岡本泰子、瀬藤貴史、森田和子、
遠藤樹、佐藤百合子（非常勤講師）
◦取り組んだ学生　
デザイン・造形学科 ３年

テキスタイルワーク BⅠで学んだ染織技法からの応用制作です。昨年度は 4 名
の作品が東京都美術館や東京ビッグサイトに展示されました。（P.34 で紹介）

テキスタイルワーク B Ⅱ

応用制作で公募展にチャレンジ！

卒業生の案内で担当した集合住宅を見学

日本橋三越本店を見学

他大との合同ゼミ　国士舘大学にて

受賞者とともに 授業風景

リサイクル銀からアー
トクレイシルバーを開
発した相田化学工業
株式会社と SDGs を
踏まえたコラボレー
ション授業として継続
しています。第 15 回
のテーマは「未来」と
し、若い感 性から生
み出されるフレッシュ
なジュエリーの提案を
目指し、制作しました。文化祭展示作品

◦担当教員　金工研究室　押山元子、春田幸彦、成井美穂、
藤澤英恵、水谷奈央、相田化学工業株式会社
◦取り組んだ学生　
造形学部、国際文化学部1～ 3 年

銀粘土によるジュエリーの制作

環境×リサイクル銀から生み出すジュエリー

D i s t i n c t i v e  E d u c a t i o n a l  P r o g r a m

特色ある教育プログラム│特色ある授業



E x t e r n a l  C o o p e r a t i o n

地域社会とのつながりや産業界との共同活動

など、学外との連携も大学の重要な社会的役

割です。地域社会に息づく文化や産業を活性

化する作業を通じ、大学で学んでいる知識を

実践する活動は学生の社会的視野を拡大して

くれます。また産業界とのコラボレーションは、

実社会で必要とされる多岐にわたる社会的配

慮やコミュニケーションの重要性を肌で学ぶ絶

好の機会です。今年度も新しい取り組みを含め、

さまざまな学外連携活動を以下に報告します。
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学外連携活動報告

● 	 地域連携活動報告　R e g i o n a l  A l l i a n c e s

	 01  東京の木 “ 多摩産材 ” を知る・触れる・広げるプロジェクト　［建築・インテリア研究室　丸茂他］

	 02  長野県須坂市における古民家再生プロジェクト　［建築・インテリア研究室　渡邉（裕）他］

	 03  新宿区　中井・落合活性化プロジェクト「染の小道」　［染織研究室　瀬藤他］

	 04  重要無形民俗文化財　相馬野馬追の旗指物制作について　［染織研究室　瀬藤他］

● 	 産学連携活動報告　A c a d e m i a - I n d u s t r y  C o o p e r a t i o n

	 05  プロの役者や声優を起用！オリジナルムービーコンテンツの企画・制作　［メディア・映像研究室　昼間他］

	 06  第 17 回 学生ネクタイコラボレーション展　［染織研究室　岡本他］

	 07  デコブラインドコンペティション  ［建築・インテリア研究室　曽根他］	
	

制作風景

構図やリズム、形態などデザインの基礎を学びながら、リピート表
現を活用して画面に広がりや動きを与える方法を探ります。さらにカ
ラーバリエーションを加えることで、色彩がもたらすイメージの変化
や新たな表現の可能性を体感し、視覚表現の幅を広げます。

基礎デザイン B
◦取り組んだ学生　デザイン・造形学科 1年◦担当教員　造形・色彩研究室　七里真代、梅田祐子（非常勤講師）

繰り返し×色彩で広がるデザインの可能性を探る

各自が考案した下絵をもとに陶タイルを作り、それを使用してモザイク画を制作する授業です。制作過
程では、新たな表現形式に取り組み、平面、立体それぞれの見地から創意工夫すると共にその素材を通
して釉薬の使用方法、特性についても学びます。

アートワークＡ

「tools」 「5 つの大好物」

◦取り組んだ学生　
デザイン・造形学科 ２年

◦担当教員　絵画研究室　安高信一、嘉松聡、北岡竜行
基礎造形研究室　澤田志功、加茂幸子

「さんぽ」

自作の陶タイルで制作したモザイクアート

石膏ブロックを削り制作したオブジェを
シリコン樹脂で型取りし、そこに水溶性
樹脂（ジェスモナイト）を流し込んで複
製を制作します。この授業では立体造
形に重要な型取り技術を学び、様々な
素材の性質と加工法を体験します。

立体基礎 B

シリコン型取りのプロセスを学びオリジナルオブジェを制作

液体のシリコンを流し込み硬化を待つ

シリコン型は複数回型取りできる

◦担当教員　　
建築・インテリア研究室　
曽根里子、谷口久美子
◦取り組んだ学生　
建築・インテリア学科 1年

姿図（４枚建て使用時）S=1:20
建築インテリア学科 23CBB005 市川モモ

模型写真１：背後からの照明      模型写真２：天井照明

https://www.nazuna.co/property/maanahomes-kyoto/

行行雲雲流流水水 ー流れる雲や水のようにー

設置イメージ 出典 https://www.nazuna.co/property/maanahomes-kyoto/

流れる雲や流れる水の表情をイメージして
モダンな旅館の客室に合う組子を、曲線を多用する
ことによって表現した。

ーデザインのポイントー
縦のラインの組子は、水の流れが重なり合っている
ように角度をつけて、錯覚的に見えるデザインになっ
ている。左面のイチョウ柄は水紋が広がる様子や、
雲を表現した。

デザインスタジオⅠ

伝統的な和の空間における障子の役割や効果を
学び、現代の空間で使用する障子をデザインする
課題です。実際の大きさをイメージしながら1/5
の模型を制作、光の状態で見え方が異なること
も確認します。設置場所や使用する場面を想定し
てプレゼンテーションシートにまとめました。

デザインスタジオⅠ

実際の空間をイメージした障子の組子デザイン

プレゼンテーションの様子

プレゼンテーションボード

D i s t i n c t i v e  E d u c a t i o n a l  P r o g r a m

特色ある教育プログラム│特色ある授業

◦担当教員　基礎造形研究室　澤田志功、加茂幸子、松村由樹子、
松永ゆみ（非常勤講師）、宇津木千尋（非常勤講師）
◦取り組んだ学生　デザイン・造形学科 1年

完成作品
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多摩エリア見学（木材加工の中嶋材木店）

多摩エリア見学（木材センター）

多摩産材活用事例の小田急線「参宮橋駅」見学

制作風景 連携先が参加した講評会でプレゼンテーション

インタビュー web 掲載
「TOKYO MOKUNAVI」

新宿リビングデザインセンター OZONE 取材の様子

講評会で連携先からのコメントをもらう

新宿リビングデザイン
センター OZONE
展示風景

新宿リビングデザインセンター OZONE 展示風景

１. 事業概要
東京都あきる野市「秋川木材協同組合」との取り組みで

あり、公益財団法人東京都農林水産振興財団からもご協力
を得て「木に触れてデザイン・制作」し「一般の人に東京
の木を身近に感じてもらうため」の企画です。卒業後に建
築・インテリア業界に進む学生が知識だけではない深い理
解を得ることを目的にし、さらに「地産池消、循環型生活」
の視点から東京以外の地域や企業の取り組みも調べること
で広く理解しながら進めています。

今年は TOKYO　MOKUNAVI（とうきょうの木 魅力発
信拠点）の企画「学校連携 とうきょうの木 学び場プロジェ
クト」に応募して採択されたことから、学生が使用する多
摩産材の提供を受けました。制作から展示までの様子を取
材していただき、学生が自分の言葉で説明することで理解
がさらに深まる企画となりました。

2. 今年度の取り組みと成果
①多摩エリアおよび「参宮橋駅」多摩産材活用事例の見学：
多摩エリアへは新宿からバスで向かい、木材競りの「多摩
木材センター」、木材加工の「中嶋材木店」、多摩産材活用
の「温浴施設」を見学し、現地の方から木材の現状につい
て説明を受けました。また大学から徒歩 10 分の場所にあ
る「参宮橋駅」は多摩産材でリニューアルされていること
から見学をさせていただきました。実際の活用例として木

材の腐食やデザインとして綺麗におさめた工夫等を小田急
電鉄株式会社工事部の方からレクチャーをうけました。

②デザイン制作と取材：カット・接着・磨きの加工体験を
して香りなども体感した上でデザインを開始。テーマは『多
摩産材に興味を持つきっかけ』としてそれぞれがクライア
ントを設定して進めます。「スケッチ→モデル作成→ CAD
図面作成→制作」の手順で行い成果は実物か CG 表現の
選択をして報告書にまとめました。この過程で TOKYO　
MOKUNAVI から複数回取材を受け制作から講評会まで
web 掲載していただきました。

③学外展示と公表：TOKYO　MOKUNAVI の「学び場プ
ロジェクト」の成果として新宿リビングデザインセンター
OZONE 内の 2 か所で 10 月の 2 週間、作品展示の場を
設けていただきました。展示の様子も取材を受け web で
の取り上げにより多摩産材を紹介しながら授業について評
価を得ることもできました。

3. 事業の評価と今後の展望等
この授業ではデザイン制作する前に見学や国産材につい

てまとめるレポートを課しています。普段の課題は「自分
が作りたいものを形にする」と捉えている学生も多い中で、
レポートによって社会状況と問題点を把握した上で考えを
形にして解決を探るのは難しい工程の様です。しかし授業
では「共同作業により解決していく」を推奨したためグルー
プ制作が多くなりました。そのため一人では解決できない
事を克服できる喜びを感じた人が多かったようです。

取材によるインタビューでは「身近な問題に気が付いて
いなかった、良い勉強の機会だった」「これから自分が関
わる仕事に大いに役立った」「東京にも自然があり、木が
身近にあることの心地よさを伝えたい」と答えているグ
ループが多く成果は高かったようです。実際の材料に触れ
て材料の特質を生かす体験は連携授業で得られる大きな点
であることから今後もこの機会を生かせるように計画して
いきたいと考えています。

■ 建築・インテリア研究室　丸茂みゆき、曽根里子、菊池光義（非常勤講師）
　 参加学生：建築・インテリア学科　インテリアデザインコース 4 年　55 名

東京の木 “ 多摩産材 ” を知る・触れる・広げるプロジェクト
「インテリアデザイン演習Ⅲ」における家具・インテリア小物のデザインと制作　01

E x t e r n a l  C o o p e r a t i o n
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古民家改修（鏝絵制作）

完成した照明器具 箱膳を囲んだ会食

恒例の記念撮影

ワークショップ（和紙に折り加工を施す）

１. 事業概要
長野県須坂市仁礼に建つ古民家を拠点に、古民家所有者、

須坂市及び地元企業、近隣住民の協力をのもと、「現代社会
に問われる新たなくらしのあり方を求めて…」をキャッチコピー
に活動を続けて 15 年目を迎えた。毎年、夏季休暇中に有志
の学生達と古民家で自炊し生活を共にしながら、古民家改修・
ワークショップ・地域資源活用のプログラムを遂行している。

2. 今年度の活動
① 古民家改修　土壁塗りや床貼りを施したまま数年間放置し
ていた 2 階小屋裏に、鏝

コテ

絵（漆喰を用いて作られるレリーフ）
を制作し設置した。指導は土壁塗りの際にもお世話になった
地元の左官職人の方にお願いし、事前に漆喰を下塗りしたフ
レームに学生がデザインした鏝絵を描き彩色を施した。学生
たちは、最初は鏝板から鏝に漆喰をのせることすらできない
状態であったが、なんとか1人1作品完成させることができた。
② ワークショップ＋ Café　東京工科大学の御幸朋寿氏を
講師に招き、和紙の折り加工を用いた照明器具を制作した。
参加者は子供を含む地域住民 11 名で、和紙を折り込む細
かく根気のいる工程に苦労しながらも、個性的で美しい照
明器具を完成させた。学生は、必要なところを随時サポー
トし進行を円滑にすると同時に、共同作業を通じて自然と
会話が生まれ、世代を超えた交流を楽しむ様子が見られた。
同時開催の Café では庭先にこれまでに制作してきた家具
を配置し、水出しコーヒーとお茶菓子を提供した。
③ 地域資源活用　須坂には様々な地域資源があるが、今回
は毎年行われている地域住民との郷土料理を囲んだ会食で

「箱膳」体験をした。箱膳とは木箱の中に碗や皿が入って

おり、食事の際には上蓋をひっくり返した上に食器を並べ
食台として利用する。昔は学校に入学する歳になると自分
の箱膳をもらえたことや、食事が終わると白湯を注いで漬
け物で碗をきれいにする作法は水が貴重だった時代の知恵
であったことなどの話を、実際の食事をしながら経験でき
る貴重なひと時となった。

3. 今後の展望
便利な生活に慣れ切った学生たちは、自分たちが動かな

ければプロジェクトはおろか食事や寝床も整えられない環
境に初めは戸惑っていたが、徐々に自ら率先して行動でき
るようになっていく姿に、このプロジェクトを学生と共に
実施する教育的な重要性を強く感じた。

今後も産学官民が連携して、共に行える活動、場所づく
りを思考して行きたい。更に、学生が企画などに積極的に
参加できるような仕組みづくりを検討したいと考える。

謝辞：古民家所有者、須坂市役所をはじめとする地域住
民の多くの方々のご協力に心から感謝申し上げます。

02 長野県須坂市における古民家再生プロジェクト
■ 渡邉裕子・高橋正樹（建築・インテリア研究室）、牧野昇（メディア・映像研究室）、北岡竜行（絵画研究室）、佐藤百合子（本学非常勤講師）、
　 井上搖子（アトリエノット）、伊藤丙雄・田邉雄一・堀川卓哉（東京工科大学）

■ 染織研究室　
	 瀬藤貴史、角谷彩子、森田和子
	 参加学生：コラボレーション科目「染

色技 法の継 承と地 域社会 2024」
履修生

03 新宿区　中井・落合活性化プロジェクト「染の小道」
― 小さな街を「染」でうめつくす三日間 ―

染色準備：生地張り工程 サイズや技法を検討する

デザインを熟考中

１. 事業概要
江戸時代より染色産業の中心地だった新宿中井・落合地

域では街の特殊性を活かし、店舗に染め暖簾をかけて街中

を彩るイベント「染の小道」を開催している。本学染織研
究室では 2010 年度より暖簾制作以外でも様々な形で参
加し、学生が地域の中での役割を考える機会を作ってきた。

2. 2024 年度の取り組み
2024 年度は、2025 年 2 月 21 日～ 23 日に開催さ

れた。本学からは「染色技法の継承と地域社会 2024」を
履修する学生が作家として、「街のギャラリー」の暖簾を制
作した。

担当した店舗は、どこか懐かしさを感じさせる居酒屋。
暖簾をくぐる瞬間がわくわくする暖かい作品になるよう、
デザインから染色、縫製までの全ての工程を行った。店主
や来店客の様子を思い浮かべながら、店舗のために責任を
持って最後まで制作することの重要性を学んだ。

3. 振り返り
本年度よりコラボレーション科目にしたため全学部から

参加が可能となり、地域や伝統工芸に興味のある学生が多
く携わる事ができた。一方で染織系実習授業が無い学部
の学生もおり技術や知識面で学生間に差があったが、高い
目標を持って互いに助け合う様子が見られた。居酒屋を通
して、染色と地域に住まう人との係わり方を実践で学ぶこ
とができた。

■ 染織研究室　
	 瀬藤貴史、角谷彩子、森田和子
	 参加学生：コラボレーション科目「染色

技法の継承と地域社会 2024」履修生04 重要無形民俗文化財　相馬野馬追の旗指物制作について
継承する侍の伝統 ―旗指物の染色制作―

１. 事業概要
国指定重要無形民俗文化財「相馬野馬追」は、永く地域

の人々により、守り継承されてきました。しかし、近年の社
会的状況は伝統行事を支えるための技法材料・人材に影響
を与え、技術の保存、継承など厳しい状況が続いています。
そこで、行事に実際に用いられる旗指物の調査、制作を通
して伝統技法と地域における歴史的文化を学び、文化継承
のための考え方を学びます。

2. 2024 年度の取り組み
今年度は、2025 年 2 月のコラボレーション科目

として開講されました。実際に用いられた旗指物か
ら調書を作成し、記録を残すことから始めます。この
ような記録の集積が、地域文化の維持や伝統の継
承に役立つことを体験します。調査された旗指物は、
5 月に開催される相馬野馬追で実際に使用される予
定であり、学生自身の作品制作や自身の進路を考え
る選択肢を増やすきっかけになるでしょう。

3. おわりに
実物調査は、グループでおこない、それぞれが役割をこな

しながら一つの旗指物を制作する一部を担います。現在使用
されている旗指物を調査し、使用者、継承者、地域文化の関
係者など、一つの制作物には多くの人々や組織が関わってい
ることを学びます。表現という自由を求めるには、作品を制
作する上でも技術と責任が伴うことを理解し、学生一人、一
人にとって今後の活動につながることを期待します。

実物計測 皮革を用いたチチ制作
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りました。描いた絵コンテを元に俳優への演出と、撮影・
録音の技術スタッフの学生への指示を監督の学生が行い、
画面作りを決めて撮影を進めました。撮影後の編集や仕上
げもチーム内で分担し、テロップ制作や音響作業を行って
作品が完成しました。

各グループのプロモーション制作担当は映像制作担当と
連携をとりながら、取材や記録を行い、パンフレットやポ
スターを企画し、試行錯誤を重ねながらデザイン・レイア
ウト作業、および校正を行いました。最終的には外部の印
刷所に入稿し完成しました。

最終プレゼンテーションは授業公開とし、たくさんの高
校生や保護者の方に制作したムービーやコンテンツを上
映、展示しました。また、文化祭では教室をシアターにし
て多くの来場者に作品をアピールすることができました。

実写グループの撮影風景

作品①『ターゲットはシークレットガール』
（実写映像　13 分 3 秒、パンフレット、ポスター）
アジアのナムマイ王国の王⼥が訪⽇したが、宿を抜け出
し、向かった先は、ファッション誌「装美」のスタジオ。
その編集⻑とカメラマン富良野は王⼥と気が付くが、
本⼈には内緒にしてモデルとして撮影して表紙に掲載し
てしまおうと企む。

作品②『卒研エクスチェンジ』
（実写映像　10 分 50 秒、パンフレット、ポスター）
卒研でドラマ作品を制作している男⼦学⽣⼤島とアニ
メ作品を制作している⼥⼦学⽣りつの葛藤と⼼の交流
を描く。

作品③『予知の羽ばたき』
（アニメーション　2 分 4 秒、パンフレット、ポスター）
舞台は朝。女子高生のツバサのアパートのリビング。ツ
バサが朝の支度をしていると、ペットのインコが鳴き声
をあげる。

作品④『ひまわりと見た夢　バージョン A』
（アニメーション　2 分、パンフレット、ポスター）
アサヒは夏休みに病弱な母と一緒に森のペンションに
遊びに来た。アサヒはそこで出会ったミユと打ち解けよ
うとするが…

作品⑤『同じ穴の貉』
（実写映像　4 分 55 秒、パンフレット、ポスター）
某所轄警察署の刑事、中村と藤原はペアで、暴⼒団⿓
神会の事件を追っていた。藤原はタレコミ屋を利⽤して、
⿓神会のチンピラを多数逮捕するが、幹部には逃亡さ
れてしまう。

作品⑥『ひまわりと見た夢　バージョン B』
（アニメーション　3 分 28 秒、パンフレット、ポスター）
アサヒは夏休みに病弱な母と一緒に森のペンションに
遊びに来た。アサヒはそこで出会ったミユと打ち解けよ
うとするが…

演出のプロによる声優演技指導

撮影時のシナリオ、演出確認

授業公開での作品プレゼンテーション

１. 概要
芸能プロダクション「合同会社 MYSTAR」との連携に

よる、オリジナルムービーコンテンツ（ショートムービー
やプロモーションキットなど）を企画・制作しました。

2.プロセスと内容
本授業では、まずオリジナルのストーリーを複数用意し、

それを基本にして本編である映像とそのプロモーションコ
ンテンツを総合的に企画・制作する６つのグループ（３つ
のアニメーショングループと３つの実写制作グループ）を
立ち上げました。

次に提携先である「合同会社 MYSTAR」所属の役者や
声優を起用することを前提に、各グループがオリジナルの
ストーリーをもとに脚本を手直し完成させます。

アニメーション制作担当は全ての班が制作手法としてデ
ジタル 2D 手描きを選択しました。グループ内でキャラク
ターデザインや線画、彩色などの役割を分担し、Google
ドライブ等を介して制作中のデータを共有しながら制作を
進めました。脚本はオリジナルからさらに独自にキャラク
ター観を膨らませ、アレンジした最終稿を声優さんへ届け
ました。アフレコは制作メンバーがスタジオへ出向き、声
優にその場で指示出しやトーンの確認などをしながら収録
を行いました。

実写映像制作担当は、出演者の俳優と何度もオンライン
でやり取りをして役のイメージを共有し、衣装や小道具を
準備しました。劇中で壊れるカメラのレンズを３D プリン
ターで作成したり、学内の研究室を模様替えして警察署に
見せるなど様々な工夫を凝らして、各チームとも撮影に入

■ メディア・映像研究室　昼間行雄、牧野昇、荒井知恵
	 対象学生：メディア映像クリエイションコース 4 年 50 名

05 プロの役者や声優を起用！オリジナルムービーコンテンツの企画・制作
芸能プロダクションと連携したメディア制作　　

E x t e r n a l  C o o p e r a t i o n

スタジオでのアフレコ風景 プロモーション担当による各グループのポスターとパンフレット
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審査風景（学内）　デザイン画部門
１. 事業概要

東京ネクタイ協同組合との連携による、ネクタイ振興や
若い感性の発掘を目的としたプロジェクト。2008 年より
継続し、2019 年度からはネクタイのペーパーデザインを
競う ｢デザイン画部門｣、ネクタイ生地や既に縫製されてい
るネクタイ（素材提供：成和株式会社）をリメイク・装飾
する「クリエイティブ部門」（旧「デコタイ部門」）の 2 部
門開催となった。応募作品は東京ネクタイ協同組合が審査
し、各部門別に賞を定める。2017 年度の第 10 回記念展
以降は大学からの賞を新設した。

2. 2024年度の取り組み・今後の展望
デザイン画部門は造形学部デザイン・造形学科 1 年科目

ソフトマテリアル履修学生を対象に授業内で取り組む形で実
施し、クリエイティブ部門では染織研究室担当科目の履修学
生（造形学部外の学生含む）を対象として作品を募集した。

審査会の様子は東京ネクタイ協同組合の HP で紹介の
上、クリエイティブ部門の作品展示は同年度の本校文化祭
で行った。デザイン画部門の応募作品は、動画にまとめた
ものを誌上リンク先より視聴が可能である。

第 16 回まで「デコタイ部門」としていた名称を「クリ
エイティブ部門」へ変更することで、例年以上にさまざま
なアプローチで取り組んだ作品が確認できた。今後もネク
タイに関わる視点を軸とした垣根を跨いだ多様な発想が展
開することを期待する。

審査風景（組合）

作品展示（文化祭）　クリエイティブ部門

■ 染織研究室　岡本泰子、遠藤樹
	 参加学生　デザイン画部門：「ソフトマテリアル」履修学生（課題として）
	                クリエイティブ部門：染織研究室担当科目を履修する希望者

06 第 17 回 学生ネクタイコラボレーション展
産学連携企画：東京ネクタイ協同組合　　
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デザイン画部門
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デザイン画部門
佳作

デザイン画部門
佳作

デザイン画部門
染織研究室賞
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造形学部賞

デザイン画部門
佳作

ネクタイコラボレーション展 受賞者

デザイン画部門受賞者
テーマ :「Gift for you ～大切な人につけてほしいネクタイ～」

デザイン画部門

クリエイティブ部門受賞者
テーマ :「Recreate ～ネクタイを使った新しい創作～」

クリエイティブ部門
優秀賞

クリエイティブ部門
最優秀賞

クリエイティブ部門

デザイン画部門
応募作品　
動画リンク

東京ネクタイ
協同組合HP

【東京ネクタイ協同組合和田匡生理事長より】

今回はデザイン画部門で「Gift for you ～大切な人につけてほしいネクタイ～」、クリエイティブ部門で「Recreate ～ネクタイを使った新しい創作～」をテーマとして多くの作
品をご応募いただき、非常に審査のしがいがありました。第 17 回目を迎える今回の募集では、デザイン画部門で133 点の応募作品から7 点、クリエイティブ部門ではバリエー
ションあふれる14 点のうち 4 点が組合からの授賞という結果になりました。昨今のネクタイを取り巻く厳しい環境の中、自分達ならこのようなネクタイが欲しい・締めてみたい・
プレゼントしたいという、皆さんの自由な発想・アイデアで表現された作品は、我々業界人にとって毎回大きな刺激になっております。改めて東京ネクタイ協同組合の組合員一
同を代表して感謝を申し上げます。今後も皆さま方が社会へはばたき様々な分野でご活躍されることを祈念いたしまして、今回の講評とさせていただきます。

E x t e r n a l  C o o p e r a t i o n

賞	 作品名	 氏名	 所属

優秀賞	 猫寝方図鑑	 戸坂 美希	 造形学部　デザイン・造形学科　1年Cクラス

佳作	 HOME	 惣山 陽菜	 造形学部　デザイン・造形学科　1年Aクラス

佳作	 パパへ	 五十嵐 美璃	 造形学部　デザイン・造形学科　1年Aクラス
佳作	 ふるさとの友へ	 清水 紗来	 造形学部　デザイン・造形学科　1年Bクラス

佳作	 溶けるくらい愛スよ	 鶴野 心音	 造形学部　デザイン・造形学科　1年Bクラス

佳作	 MEMORY	 東堂 考修	 造形学部　デザイン・造形学科　1年Bクラス

佳作	 ほっと一息、ほっとけーき。	 藤野 空未	 造形学部　デザイン・造形学科　1年Bクラス

造形学部賞	 鶴のご縁	 岡野 明日香	 造形学部　デザイン・造形学科　1年Aクラス
造形学部賞	 Swimming eel	 滝澤 咲	 造形学部　デザイン・造形学科　1年Cクラス

染織研究室賞	 あなたに、	 小森 菜奈	 造形学部　デザイン・造形学科　1年Aクラス

賞	 作品名	 氏名	 所属

最優秀賞	 surpass	 小森 菜奈	 造形学部　デザイン・造形学科　1年Aクラス

優秀賞	 カメレオン	 間中 咲羽	 造形学部　デザイン・造形学科　4年ジュエリー・メタルデザインコース

佳作	 ショルダーバッグ	 伊藤 心	 造形学部　デザイン・造形学科　3年ジュエリー・メタルデザインコース

佳作	 パラサイト	 田中 大智	 造形学部　デザイン・造形学科　2年Ｄクラス

造形学部賞	 推し活ロゼット	 伊藤 愛莉	 造形学部　デザイン・造形学科　2年Ａクラス

染織研究室賞	 回顧	 石井 菜摘	 造形学部　デザイン・造形学科　3年ジュエリー・メタルデザインコース

染織研究室賞	 純粋	 榊原 悠菜	 造形学部　デザイン・造形学科　1年Bクラス

学
生
の
受
賞
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「伝統工芸日本金工展」は、
彫金、鍛金、鋳金等の金
属工芸の作品を対象にそ
の保存・継承・発表を目的
とした公募展で、「21＋部
門」は 30 歳未満の作家
を対象とした部門です。

第 52 回 伝統工芸日本金工展
21＋部門入選 LI GUANQI（リ カンキ） （大学院 生活環境学研究科 生活環境学専攻 2O23 年度修了生）

我妻 優 （ジュエリー・メタルデザインコース 2O23 年度卒業生）

森 千裕 （ジュエリー・メタルデザインコース 2O23 年度卒業生）

大田 彩乃 （ジュエリー・メタルデザインコース 2O23 年度卒業生）

LI GUANQI「異獣ブローチ」

2025 年 巳年年賀状コンテスト

ネットスクウェア株式会社と本学のコラボ企画「2025 年 
巳年年賀状コンテスト」が行われ、Web サイトの受注枚数
により受賞者が決定しました。

最優秀賞
優秀賞

佳作

ＷＯＮＧ ＨＩＮ ＫＨＡＮ（ウォンヒンカン） （メディア映像クリエイションコース３年）

栗山 実悠 （グラフィック・プロダクトデザインコース４年）

橋本 日菜 （グラフィック・プロダクトデザインコース４年）

三好 真央 （グラフィック・プロダクトデザインコース３年）

緒方 美佑 （グラフィック・プロダクトデザインコース３年）

太田 真帆 （グラフィック・プロダクトデザインコース３年）

緒方 美佑 （グラフィック・プロダクトデザインコース３年）

ＷＯＮＧ ＨＩＮ ＫＨＡＮ作品

公益法人二科会主催「第108 回二科展」

「第108 回二科展」の「彫
刻部」において鶴岡翠さん
の自由制作の木彫作品が昨
年に引き続き入選をはたし
ました。作品は国立新美術
館に展示されました。鶴岡翠「涓滴」

入選 鶴岡 翠 （メディア映像クリエイションコース 4 年）

AJCクリエイターズコンテスト2024

AJC クリエイターズコンテストは、現代社会で求められる価
値観を投影できるストーリー
性と、工業製品では実現でき
ない個性的な表現を生み出
す「手仕事力」を持つ人の活
動を広く世の中に伝えること
を目的に開催されています。

特別奨励賞 相田化学工業賞  MA LINING（マ レイネイ） 
　　　　　　　　　　　　（ジュエリー・メタルデザインコース 2O23 年度卒業生）

佳作
入選

ZHOU MENGXUE（シュウ ムセツ） （ジュエリー・メタルデザインコース 2O23 年度卒業生）

DU YUSHAN（ト ウサン） （ジュエリー・メタルデザインコース 2O23 年度卒業生）

MA LINING「剣魔共鳴」

第 57 回 日本七宝作家協会国際展

「日本七宝作家協会国際
展」は、国内外の七宝
作家や学生、一般から
広く公募され、七宝工
芸美術の向上と発展の
ため開催されています。

奨励賞

入選

LEE KAIRUNG（リ カイヨウ） 
（大学院 生活環境学研究科 生活環境学専攻  2 年）

伊藤 七海 （ジュエリー・メタルデザインコース 2O23 年度卒業生）

代 彩乃 （ジュエリー・メタルデザインコース 2O23 年度卒業生）

堤 友香 （ジュエリー・メタルデザインコース 4 年）

納谷 桃果 （ジュエリー・メタルデザインコース 4 年）

松本 悠那 （ジュエリー・メタルデザインコース 4 年）

リ カイヨウ「Puma’s adventure diary」

デコブラインドコンペティション受賞学生

ニチベイの方からアドバイスを受ける

インテリアビジネスニュース賞　関野花菜
（デザイン・造形学科1年）

優秀賞　小見山 海翔
（インテリアデザインコース 3 年）

優秀賞　川野 志帆海（グラフィック・プロダクトデザインコース 3 年）最優秀賞　根本 瑠奈（インテリアデザインコース 4 年）

最終プレゼンテーション

１. 事業概要
ブラインドの老舗メーカーである株式会社ニチベイとの

産学連携企画です。学生がオリジナルデザインのブライ
ンドを考え、マスキングテープやカッティングシートなど
で実物をデコレーションし、窓まわりやインテリアを演出
する「デコブラインド」作品として制作・発表します。使
用するブラインド本体はニチベイの提供によるものです。
2017 ～ 2019 年度はカフェのブラインドを共同制作、
2021 ～ 2024 年度は個人制作として取り組みました。

2. 2024年度の取り組み
造形学部 1 ～ 4 年生の「プロジェクトゼミナール」科目

として 5 ～ 9 月に実施し、デザイン・造形学科 4 名、建築・
インテリア学科 6 名、計 10 名の学生が参加しました。

最初にニチベイの方からブラインドや窓に関する講義を
受け、デコレーションの手法や、作品の評価ポイント等を
理解した上で、制作を進めていきます。ブラインドの設置
場所は学生各自が選定し、実際の空間や使用者に合わせて
コンセプトを設定、デザイン案を検討します。

6 月には中間プレゼンテーションを行ってニチベイの方

からアドバイスをいただき、ブラインド製品の種類やカラー
を決定して発注。7 月から 9 月にかけては、届いたブライ
ンドを実際に窓に設置し、実物の大きさや色、デコレーショ
ン素材、インテリアとの関係なども考慮して制作を進めま
す。制作中はオンラインも併用して授業を行いました。

9 月の最終プレゼンテーションでは、審査員であるニチ
ベイの方やインテリアの専門家に向けて発表を行い、最優
秀賞１名、優秀賞２名、インテリアビジネスニュース賞１
名が選出されました。取り組み内容は、ニチベイの Web
サイトやインテリアの業界誌で発信されています。また、
例年行っているニチベイのショールームも見学させていた
だきました。今年度は、ブラインド自体のデザインにとど
まらず、使う人の希望やインテリアとのコーディネートを
重視した学生作品がみられ、審査員の方々にもご好評をい
ただきました。

■ 建築・インテリア研究室　曽根里子、丸茂みゆき　
	 基礎造形研究室　松村由樹子
	 取り組んだ学生：プロジェクトゼミナール科目履修者
	 デザイン・造形学科、建築・インテリア学科　1 ～ 4 年07 デコブラインドコンペティション

株式会社ニチベイとの産学連携企画　　

学
生
の
受
賞

第13 回 OAC 学生広告クリエイティブアワード 2024

グラフィック・プロダクトデザイ
ンコースの 4 年生が「グラフィッ
ク・プロダクトデザインⅡB」の
授業で公益社団法人日本広告
制作協会主催の OAC 学生広
告クリエイティブアワードに取り
取み、グラフィック部門のグラ
ンプリ、準グランプリ、佳作を
受賞しました。

二宮風歌作品 吉田ふたば作品

橋本日菜作品

グランプリ
準グランプリ
佳作

橋本 日菜 （グラフィック・プロダクトデザインコース 4 年）

二宮 風歌 （グラフィック・プロダクトデザインコース 4 年）

吉田 ふたば （グラフィック・プロダクトデザインコース 4 年）

公益社団法人日本ジュエリーデザイナー協会が主催する「日
本ジュエリー展 」
は、国内外の文化・
デザインの関係分
野から高い評価を
得るとともに、多く
の優れた作家・デ
ザイナーを輩出し
ています。

第 33 回 公募 2024日本ジュエリー展
入選 大田 彩乃 （ジュエリー・メタルデザインコース 2O23 年度卒業生）

大田彩乃「curves」
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日本建築学会が主催する『建築文化週間 学生グランプリ
2024「銀茶会の茶席」』において、造形学部建築・インテ
リア学科 4 年生の作品「竹影掃堦塵不動 」と「Ephemeral 
-Permanet-」が審査員賞（平田京子賞、佐藤淳賞）をダ
ブル受賞しました。

学
生
の
受
賞

編集後記

文化学園は 2023 年に創立 100 周年という節目をむかえ、2024 年から新たな歴史を刻みはじ

めました。未曾有の時代を乗り越えた学生たちは逞しく成長し、さまざまなシーンで積極的に活動

する様子が見られました。今年度の誌面は自主的な制作・発表の機会が増えたことで、特に学生

の活躍に関するページが充実しております。これらを教育の記録としてご覧いただけると幸いです。

ご協力いただいた先生方、企業の方々、そして本学の今を新鮮に伝えるためのアイデアや企画を

ご提案くださった編集デザイナーの廣田さまにおかれましては心より感謝申し上げます。

造形学部年間教育活動報告集編集委員

岡本泰子

※本誌に掲載されている作品・写真等の無断利用、複製を禁じます。

● 発行：2025 年 3 月 11 日

● 発行者：文化学園大学造形学部　
　　　　　 渡邉秀俊

〒 151-8523 東京都渋谷区代々木 3-22-1
TEL. 03-3299-2310 FAX. 03-3370-6202
https://bwu.bunka.ac.jp

● 写真提供

三守敬次　鈴木義明　岡本大祐　アイキ元　

● デザイン  hirotaS ／ 廣田武志

● 造形学部年間教育活動報告集
　 編集委員

谷口久美子	 岡本泰子

安高信一	 加茂幸子

文化学園大学  造形学部年間教育活動報告集2024

● 造形学部専任教員 

安高信一	 荒井知恵	 岩塚一恵	 遠藤樹	

大関徹	 岡部隆信	 岡本泰子	 奥村誠一

押山元子	 角谷彩子	 嘉松聡	 加茂幸子	

北浦肇	 北岡竜行	 黒沼麻帆	 澤田志功

七里真代	 白井信	 瀬藤貴史	 曽根里子	

高橋正樹	 谷口久美子	 種田元晴	 趙晟恩

鳥海薫	 成井美穂	 春田幸彦	 久木章江	

昼間行雄	 深田雅子	 藤澤英恵	 牧野昇	

松村由樹子	 丸茂みゆき	 水谷奈央	 森田和子	

山﨑裕子	 山田拓矢	 吉川ちひろ	 渡邉秀俊	

渡邉裕子

第 3 回 全国学生絞り染織作品展 
Shibori NEW BEAT
入選 星川 莉紗 （服装学部 ファッションクリエイション学科 4 年）

一 般 社団法 人ワールド絞り
ネットワークジャパンが主催す
る、全国の大学・専門学校か
ら絞り染を用いた作品を募集、
審査・展示を行う展覧会「第
3回 全国学生絞り染織作品展 
Shibori NEW BEAT」におい
て、服装学部 3 年対象の染織
研究室担当授業「テキスタイ
ルデザインⅡ」で取り組んだ作
品が入選、横浜馬車道アート
ギャラリーで展示されました。 星川作品

The 7th NIF・YOUNG TEXTILE 2024

デザイン・造 形学 科 3 年次
開講科目「テキスタイルワー
ク BⅡ」で制作した綴織作品
が「 第 43 回 JAPANTEX 
2024( インテリアトレンド
ショー )」( 東京ビッグサイト )
会場内、一般社団法人日本イ
ンテリア協会（通称 NIF）主
催によるインテリアに展開で
きる優れたテキスタイル作品
を対象とした展覧会で入選・
展示されました。

入選 納谷 桃果 （ジュエリー・メタルデザインコース 4 年）

納谷桃果「昇龍」

銀茶会の茶席
平田京子賞 川村 光希、小倉 大空、染谷 玲那人、平出 茉由佳、

松浦 晃大 （建築デザインコース 4 年）

松本 大飛、山中 快、小野原 海星、田島 悠杏 
（建築デザインコース 4 年）

佐藤淳賞

建築学縁祭 2024
優秀賞
入選

小林 舞 （建築・インテリア学科 2 年）

儀間 由子 （建築デザインコース 3 年）

「建築学縁祭 2024 ～ Rookie 選～」において、建築・インテリア学科の学生２名が受賞・
入選しました。総合資格学院（株式会社総合資格：東京都新宿区）が主催する「建築学縁祭」
は、首都圏エリアで建築を学ぶ現役学生を
対象とした建築設計イベントで、通常の授
業で取り組んでいる設計課題を自主応募す
るコンテスト（～ Rookie 選～）以外にも、
教員や学生活動団体の参加できるイベント
が多数開催されています。

第 78 回新匠工芸会展

デザイン・造形学科 3 年次開
講科目「テキスタイルワークBⅡ」
で制作した作品が入選し、上野
と京都で展示されました。

太田真帆「結う」

山中 冴笑「輝う」

会場にて指導教員と受賞者

山口きらり「おちゃめなおばけ」

入選 太田 真帆、山口 きらり、山中 冴笑 
（グラフィック・プロダクトデザインコース 4 年）

建築・インテリア学科 2 年生の小林舞さんが「建築新人戦
2024」で「優秀新
人 賞 」、「住 宅 課 題
賞」で審査員賞「青
木 弘司賞」、「坂本 
一成賞 」をダブル
受 賞しました。「 建
築 新人戦 」は、大
学、短期大学、専門
学校等の学生が課
題で取り組 んだ作
品を対象とした日本
最大規模のコンテス
トで、2024 年度は
1,100 件 を 超 える
応募がありました。

優秀新人賞

小林 舞 （建築・インテリア学科 2 年）

建築新人戦 2024
住宅課題賞　　　　 ダブル受賞審査員賞

所在地：東京都渋谷区代々木 4-12-1 
敷地面積 :130.35 ㎡
建築面積：61.95 ㎡
延床面積：135.34 ㎡
構造種別：木造一部鉄骨造
建築高さ：11,500mm

 

いきるいえ 時間と共に住む人がこの家に愛着を抱き
呼吸をするように育っていく

家は人を際立て 人は家に家以上の意味を与える
そんな関係性が生み出されて欲しい
住空間を築く人間は設計者ではなく

そこに住む人である故に 住む人が自ら
「居心地が良い」空間をこの家で模索するように

家と時間を共にして欲しい
設計者がクライアントにできることは依頼に応じる他に

この家でどんなストーリーが生まれるのだろうかと
居住者自身の想像力を掻き立てることのできるような

夢を提供することではないだろうか

この家は一部地面に埋まっていて、モルタルで仕上げられている。
その仕上げはそのまま内部空間にまで浸出しており
目地がないため内部にいても外にいるかのような感覚になる。
また階段は全て外付けになっており雨風に身体が直接晒される。
家の本質が自然から身を守ることだとしたら雨風から身を守ることのできないこの階段は
家の一部ではなくなってしまうのだろうか。
- 家とは何か - 家はどこまでが家なのだろうか。
そんなことを考えながら居住者はこの家と共に生きる。

周辺との関係

人はどんな時に居心地が良いと感じるだろうか。
快適すぎる生活を提供することが居心地が良いと感じる生活とつながることではない。
あくまでも居心地は、住む人がそこで過ごしたかけがえのない
思い出によって徐々に生み出されていく。
それをここでは「意図せぬ増築」とし、「終わらない家」を住む人と共に目指していきたい。
だからこの家に具体的な意味は与えない。あらゆる解釈が可能な無意味な 家をここに置く。　

｢睡蓮｣を絵画として平面的に観る。
すると本来水に浮かんでいる１枚１
枚の葉が縦に立体的に積層されてい
るように見える。

その重なった睡蓮の葉を１つのスラ
ブにみたてて考えた時、重なりによ
る微妙なレベルの差で空間を閉鎖的
ではなく広々と構成できるのではな
いか。

葉を宙に浮かせ断面的に形を構成し
身体スケールを意識し敷地に当ては
める。

この微妙なレベルの差が人の目線を
ずらし、壁がなくても｢個｣の空間を
曖昧に形成し可変性のある自由な空
間を作り出す。

壁を建てるにしても自由に積層され
たスラブはそのまま残して組み立て
ていくことで、必然とボリュームも
ずれながら建物を大きく形作られて
いる。

この積層された曲線スラブは、クロード・モネの「睡蓮」をレファレンスとして睡蓮の葉を平面で見た時に
この一つ一つの縦に重なって見える葉が生活空間になり得るのではないかと考え断面的に形状を考えた結果このような形が生まれた。 　 　

コンテクスト
 

この家は家以上に家であって欲しいと考えている。いったいどんな生活が
行われているのだろうかと、住む人だけではなく周辺の人々の想像力を掻
き立てられるような存在であって欲しい。
そのため、外装は家と家の隙間、1m 下がった公園からのビュー、坂の下
からの見え方を考え 360°どこから見ても美しく見えるような外観にし、
波板など、素材感でアノニマスな雰囲気を演出し、 配管や室外機などの設
備的な存在もデザインの 1 部として取り入れられるように意匠を考えた。

建築概要
都内に建つ、デザイナー夫婦のための仕事場兼住宅。
高さ 11.5m の室内空間に異なるレベルのスラブが存在し、それぞれが生活
に意味を成す。
都内に建つ住宅とは言えど高層ビルが立ち並ぶ都心から少し離れたところ
にこの建築は身を置くこととなる。
周辺の住宅はそれぞれ個性をもつ情報が密に並んでいる。
この敷地の情報に新たな情報を付け加えねばならない場合、なるべく透明
度があって、且つ、人々に影響を与えられる象徴的な家は置けないだろう
か、という考えのもとこのような家をこの敷地に表した。

5m0

park

zoning

viewing

viewing

周辺環境
この建築を 1100mm 下がった公園側から眺めた時、奥まで透
き通って見えるようになっている。
また、GL レベルを下げている為、公園からの目と合わせるこ
ともずらすことも可能である。

家に動きを
不動産である建築にどう動きをつけるか、形が止まっていてもどこか動いているようにみえるリズムをスラブを積層させたり
階段の配置により人間の動きを取り入れ 「止まっているのに生きているかのような家」を目指した。
スラブを積層させる
外部にははみ出し、内部には進出したスラブは、各フロアに存在していて、全て滑らかな曲線形で空間を突き破るように自由に配置され、
250m  m のレベル差が部屋の境目をぼかすようにして、場所を定義づけることなく生活の自由度を上げている。　

表層化された地面が空間の断片を構成する 積層されたスラブを支えるように柱を設置する　 室内空間を軽やかに認識させる膜を貼る　

② ③①

柵や階段を設置し家としての
リアリティをあげる

広がったスラブとは対比的に
シェルターとなる空間を配置する
　

ボリュームの配置と
テクスチャを考える。

必要最低限の用途とプランを
立体的に考える。

④ ⑥ ⑦⑤

設計プロセス

 南東 北東 北西 南西

この家について

居心地とは何か身体とランドスケープの一体化

外付けの階段が
家の定義を曖昧にする

居心地を創造し 経過が住み方を生み出していく

意図せぬ増築

終わらない家

設計者ではなく住む人がこの家に意味を直接つけ
経過と共に家を作り上げていく。
設計者の意図していない
この家のあり方を確立していって欲しい。

もしこの家がこの敷地から消えても、
人々の記憶に鮮明に残るような家であって欲しい。
記憶という形のないもので
この家を継承することはできないか。
形が残っていなくても、
この家が人の記憶に強く存在するという
限りない家になることを願う。

敷地図

1
site

park

station

50 m0

0051

意味

意味

意味
意味

意味

増築

Ｘ年後

記
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1/150 立面図

　

敷地前方の公園からの眺め

均質に立ち並ぶ住宅多くの坂が存在する

参宮橋駅

愛着生活

三要素が一体となる時に
はじめてこの家が成立する

建築

外部身体
経過

0 1 5 10(m)

GL から最上階まで伸びる柱

　

マッシブホルツ工法を用い
薄く伸びやかなスラブを

床から天井まで伸びる
抽象的な開口

部屋を囲う壁の内側を鏡面に　

手すりは自然な動きを意識し
垂直方向に伸ばさない　

GL のレベル下げ
アイレベルをずらす　

建築を構成する 1 つ 1 つのエレメントを
単体でデザインしていく

そのエレメントをコラージュのように
貼り合わせて 1 つの建築とすると

スケール感が僅かずつ歪んで見えていく
家はシュールな存在を放つ

下の階を土台だとすると小屋のように見える最上階。
ヴォールト屋根はこの家全体を覆う屋根ではなくこの
小屋のみを覆っている。側面にはガラスをはめ込み
トップライトとしての役割を担う。

A は狭く閉ざされた空間ではあるものの天井が高く、
たった１つある正方形の出窓は外付けサッシで内部空
間から外を眺めるとコラージュのように抽象的に見え
る。
一方で B の空間は開口が一切ないため外部とも言え対
比的に配置した。

最上階はこの家で最もプライバシーが守られている空
間である。部屋の外にはまた一幕の壁が存在し外部と
内部の境界を曖昧にしている。この小屋はベランダか
ら中に入れる。　　

A

B

家の中に入れ子の関係で小さな個室を入れるという考え方は
ルネ・マグリット

「Photographie documentaire　liée à René Magritte」
という作品を参考にしている。

動　

A
B

静

GL+1250  

GL+2750   
GL+3000   

GL+5300    

GL+11500     

GL-1250

B-BʼA-Aʼ

構成ダイアグラム平面計画

1/100 断面図

ガラスで覆われ、開口の一切ないエントランス曲面に差し込まれた出窓宙に浮かんで見える手すりとテーブルスラブのレベル差が生活を曖昧にする

最上階の入り口のベランダ 最上階のペントハウスを囲う内側が鏡面の壁 最上階は比較的プライバシーが保たれる ボリュームを囲う背の高い壁

下層部が受け入れた外の光が上の空間へ漏れ出る 天井まで伸びる扉とスケルトンな浴室 ここから外へ出て、木を見下ろす 多角形の空間の中に入れ子の様に存在するコア

公園からの見え方　レベルの下がった空間を囲う剥き出しの柱外部の情報がそのまま内部まで細い柱がスラブを浮かせ奥まで透き通って見える

B1F 平面図兼配置図 GL+1000
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GL-250

GL-500

GL-1000
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GL-750

GL±0

3600

2500

(S=1/100)
GL のレベルを 1 段 250mm ずつ下げ、道路側の通行人とは目線
がずらせて公園側からは人の頭だけがひょっこりと出て、ちょう
ど目線が合うようになっている。この 250mm の段差は外と連続
して内部空間にも進出している。モルタル仕上げの外壁は住宅の
基礎がそのまま剥き出しになっているようにみせている。

1F平面図GL+3000 

GL+1000

GL+1250
GL+1500

4000

3500

2000

30
00
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この家の入り口は開口のない外と繋がったガラス空間。ここは内部
とも外部とも捉えることができる。ただ清々しい風を受け入れるだ
けでもいいが、ここに１枚ステンレスの曲線の板をスラブから
700mm 浮かせて設置し、これがテーブルにもなり得たり、上の階が
吹き抜けなのでハシゴをかければ上へ上がれる手段にもなり得るよ
うになっている。　  

2F平面図 GL+6000

GL+3250

GL+3000

GL+3500

1500

16
00

(S=1/100)

2 階は、多角形の壁の中に四角いコアが 1 つ存在し、
入れ子の関係になっている。
コア部分は浴室となっているのだが、この入れ子の関係を取り入れる
ことで、室内を複雑化し人の目線をずらすように誘導している。

3F平面図GL+9300

GL+6800

GL+7050
GL+7300

45
00
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最上階はこの家の中で、最もプライバシーが保たれる場所である。
最小限ではあるが、キッチンが設置してありこの１室だけでほとんどの
生活行為ができるようになっている。

積層されたスラブは 断面では水平に真っ直ぐ伸びて見えるが、平面で見ると曲線が現れる
こうすることによって この家が周囲に与える印象と実際に住む人が感じる影響に変化が生まれ

ここに住んだ人にしかわからない 建築のスケール感が味わえる
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B1F

直線と曲線
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小林さんの作品「いきるいえ」

建築新人戦 2024 公開審査授賞式

平田京子賞を受賞した川村さんチームと作品

50

50

佐藤淳賞を受賞した「Ephemeral -Permanet-」

コンセプト
大人になるにつれて愛想笑いや苦笑いなどを覚え、
心から無理なく笑っていたことは遠い過去になって
いる。
そんな過去の純粋ながら無邪気に遊んだ懐かしい思
い出を連想し、自然のように伸び伸びとありのまま
の自分自身を出せるような茶室を表現した。

図面・パース

ダイアグラム
ほかの人から見えない

↓
包み込む空間

入り口をつくる 外の関わりを作りつつ
囲まれた空間とする

嘻笑
↓

笑うこと、大声で笑う
爆笑、哄笑、喜び

↓
心から無理なく笑う

自由・自然

素材
竹：曲線上に配置した横材、目隠し縦格子（縦材）
紐：竹を結び、包み込む空間として強度を確保

側面 躙り口 上部

模型写真

構造

土台

2本の横材の竹を
中心（頂点）で結ぶ

床全体を土台とし
横材と縦材を土台に差し込む

横材を長さが違う縦材と結ぶことで
2つの材が引っ張り合い
包み込む空間となる

～
竹
影
堦
を
掃
っ
て
塵
動
不
ず
～

中の目線外からの目線

「竹影掃堦塵不動」（ちくえいかいをはらってちりどうせず）
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